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Let These Children Be the Light of the World
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財団法人 糸賀一雄記念財団 理事長　 國松　善次 

障害者福祉の 21世紀を切り拓く 
活力の創出に 

國松　善次 く に ま つ　 よ しつ ぐ 
滋賀県知事 
昭和 13年４月１日生まれ 。 滋賀県出身 。 
昭和 34年４月大阪府入庁 。 退庁後 、 中央大学法 
学部へ入学 。 昭和 51年４月滋賀県入庁 。 健康福 
祉部長 、 総務部長等を経て 、 平成 10年７月 、 滋 
賀県知事に就任 。 趣味はサイクリング 、 旅行 。座 
右の銘は 「 明るく楽しくたくましく 」 。 

ごあいさつ 

第 
六 
回 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 

授 

賞 

式 

に 
よ 
り 
ま 
す 
「 

ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
障 
害 
者 

の 
十 
年 
」 

最 
終 
年 
ハ 
イ 
レ 
ベ 
ル 
政 
府 
間 

会 
合 
が 、 

十 
月 
二 
十 
五 
日 
か 
ら 
十 
月 
二 

十 
八 
日 
ま 
で 
滋 
賀 
の 
地 
で 
開 
催 
さ 
れ 
て 

お 
り 
ま 
す 。 

こ 
の 
会 
議 
は 、 
「 

ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
障 

害 
者 
の 
十 
年 
」 の 
最 
終 
成 
果 
を 
評 
価 
し 、 

現 
状 
と 
課 
題 
を 
明 
ら 
か 
に 
す 
る 
中 
で 、 

更 
な 
る 
障 
害 
者 
福 
祉 
の 
向 
上 
を 
目 
指 
す 

行 
動 
計 
画 
へ 
踏 
み 
出 
す 
た 
め 
の 
大 
変 
重 

要 
な 
会 
議 
で 
あ 
り 、 

こ 
の 
会 
議 
が 
成 
功 

い 
た 
し 
ま 
す 
よ 
う 、 

県 
民 
の 
皆 
様 
と 
と 

も 
に 
支 
援 
し 
て 
ま 
い 
り 
た 
い 
と 
考 
え 
て 

お 
り 
ま 
す 。 

最 
後 
に 、 
「 

糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
」 

が 

多 
く 
の 
方 
々 
の 
強 
力 
な 
ご 
支 
援 
の 
も 
と 

益 
々 
発 
展 
し 、 

国 
内 
外 
を 
問 
わ 
ず 
障 
害 

者 
の 
方 
々 
の 
福 
祉 
向 
上 
に 
向 
け 
て 
の 
活 

躍 
が 
一 
層 
飛 
躍 
す 
る 
こ 
と 
を 
願 
い 
ま 
す 

と 
と 
も 
に 、 

今 
回 
ご 
受 
賞 
の 
三 
氏 
の 

並 
々 
な 
ら 
ぬ 
ご 
努 
力 
と 
ご 
功 
績 
に 
敬 
意 

を 
表 
す 
る 
と 
と 
も 
に 、 

今 
後 
も 
引 
き 
続 

き 、 

大 
い 
に 
ご 
活 
躍 
さ 
れ 
ま 
す 
こ 
と 
を 

祈 
念 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 。 

戦 
後 
間 
も 
な 
い 
荒 
廃 
し 
た 
我 
が 
国 
の 

社 
会 
状 
況 
の 
中 
で 、 
「 
近 
江 
学 
園 
」 

の 

創 
立 
に 
尽 
力 
さ 
れ 
ま 
し 
た 
故 
糸 
賀 
一 
雄 

氏 
の 
志 
を 
現 
在 
に 
受 
け 
継 
ぎ 、 

誰 
も 
が 

安 
心 
し 
て 
暮 
ら 
せ 
る 
福 
祉 
社 
会 
の 
実 
現 

を 
目 
的 
に 
創 
設 
さ 
れ 
ま 
し 
た 
「 

糸 
賀 
一 

雄 
記 
念 
賞 
」 

は 、 

本 
年 
度 
で 
第 
六 
回 
を 

迎 
え 
ま 
し 
た 。 

財 
団 
法 
人 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
財 
団 
は 
こ 

れ 
ま 
で 、 

国 
内 
外 
に 
お 
い 
て 
障 
害 
者 
福 

祉 
の 
分 
野 
で 
顕 
著 
な 
活 
躍 
を 
さ 
れ 
て 
い 

る 
方 
々 
を 
表 
彰 
し 、 

人 
材 
の 
育 
成 
や 
奨 

励 
を 
進 
め 
て 
ま 
い 
り 
ま 
し 
た 
が 、 

今 
後 

さ 
ら 
に 、 

国 
内 
は 
も 
と 
よ 
り 
ア 
ジ 
ア 
太 

平 
洋 
地 
域 
に 
お 
け 
る 
幅 
広 
い 
交 
流 
と 
情 

報 
発 
信 、 

国 
際 
貢 
献 
を 
行 
い 、 

障 
害 
者 

福 
祉 
の 
二 
十 
一 
世 
紀 
を 
切 
り 
開 
く 
活 
力 

の 
創 
出 
に 
大 
き 
く 
寄 
与 
し 
て 
ま 
い 
り 
た 

い 
と 
考 
え 
て 
お 
り 
ま 
す 。 

ま 
た 、 

故 
糸 
賀 
一 
雄 
氏 
の 
崇 
高 
な 
思 

い 
を 
引 
き 
継 
ぎ 、 

滋 
賀 
県 
が 
戦 
後 
か 
ら 

今 
日 
ま 
で 
脈 
々 
と 
障 
害 
者 
福 
祉 
に 
取 
り 

組 
ん 
で 
ま 
い 
り 
ま 
し 
た 
こ 
と 
が 
高 
く 
評 

価 
さ 
れ 、 

国 
際 
連 
合 
ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
経 

済 
社 
会 
委 
員 
会 
（ 

Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ 
） 

主 
催 
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本 
年 、 

第 
六 
回 
目 
の 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 

賞 
は 、 

国 
外 
か 
ら 
十 
九 
人 、 

国 
内 
か 
ら 

五 
人 
の 
計 
二 
十 
四 
人 
に 
つ 
い 
て 
推 
薦 
が 

あ 
り 
ま 
し 
た 。 

今 
回 、 

第 
六 
回 
の 
受 
賞 
者 
に 
つ 
い 
て 

は 、 
Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ （ 

国 
連 
ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 

経 
済 
社 
会 
委 
員 
会 
） 「 
ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
障 

害 
者 
の 
十 
年 
」 

最 
終 
年 
ハ 
イ 
レ 
ベ 
ル 
政 
府 

間 
会 
合 
の 
滋 
賀 
県 
大 
津 
市 
で 
の 
開 
催 
を 

記 
念 
し 
て 、 

国 
内 
は 
も 
と 
よ 
り 、 

ア 
ジ 

ア 
太 
平 
洋 
地 
域 
で 
障 
害 
者 
福 
祉 
の 
分 
野 

で 
顕 
著 
な 
ご 
活 
躍 
の 
あ 
っ 
た 
三 
名 
の 

方 
々 
を 、 

去 
る 
八 
月 
二 
日 
に 
開 
催 
し 
た 

選 
考 
委 
員 
会 
で 
選 
考 
し 、 

引 
き 
続 
き 
開 

催 
さ 
れ 
た 
理 
事 
会 
で 
決 
定 
し 
ま 
し 
た 。 

そ 
の 
方 
々 
は 、 

フ 
ィ 
ジ 
ー 

諸 
島 
の 
セ 

タ 
レ 
キ 
・ 
セ 
ル 
・ 
マ 
カ 
ナ 
ワ 
イ 
氏 
（ 

男 

性 
・ 
三 
十 
七 
歳 
） 

と 、 

ベ 
ト 
ナ 
ム 
の 
フ 

ィ 
ン 
・ 
ヴ 
ァ 
ン 
・ 
カ 
ム 
氏 
（ 

男 
性 
・ 
六 

十 
一 
歳 
） 、 
そ 
し 
て 
日 
本 
の 
中 
西 
由 
起 
子 

氏 （ 

女 
性 
・ 
五 
十 
四 
歳 
） の 
三 
名 
で 
す 。 

セ 
タ 
レ 
キ 
・ 
セ 
ル 
・ 
マ 
カ 
ナ 
ワ 
イ 
氏 

は 、 

十 
代 
の 
時 
の 
ス 
ポ 
ー 

ツ 
事 
故 
で 
全 

盲 
に 
な 
ら 
れ 
ま 
し 
た 
が 、 

一 
か 
ら 
学 
び 

直 
し 、 

盲 
学 
校 
の 
教 
師 
と 
な 
り 、 

現 
在 

は 
フ 
ィ 
ジ 
ー 

盲 
学 
校 
の 
校 
長 
を 
務 
め 
て 

お 
ら 
れ 
ま 
す 。 

様 
々 
な 
慈 
善 
団 
体 
で 
の 

無 
報 
酬 
奉 
仕 
を 
行 
い 、 

障 
害 
者 
の 
自 
助 

努 
力 
を 
促 
し 、 

支 
援 
と 
サ 
ー 

ビ 
ス 
を 
提 

供 
す 
る 
な 
ど 、 

そ 
の 
若 
い 
実 
践 
行 
動 
力 

は 、 

将 
来 
の 
障 
害 
者 
福 
祉 
分 
野 
の 
リ 
ー 

ダ 
ー 

と 
し 
て 
期 
待 
さ 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 

フ 
ィ 
ン 
・ 
ヴ 
ァ 
ン 
・ 
カ 
ム 
氏 
は 、 

副 

知 
事 、 

知 
事 
時 
代 
に 
は 
障 
害 
児 、 

孤 
児 

問 
題 、 

母 
子 
保 
健 
活 
動 
等 
に 
精 
力 
的 
に 

取 
り 
組 
み 、 

障 
害 
児 
の 
治 
療 、 

特 
に 
口 こ う 

唇 し ん 
裂 れ つ 
・ 
口 こ う 
蓋 が い 
裂 れ つ 
の 
手 
術 
を 、 

日 
本 
の 
口 

唇 
・ 
口 
蓋 
裂 
協 
会 
と 
協 
力 
し 
て 
一 ， 

〇 

〇 
〇 
例 
以 
上 
行 
わ 
れ 
ま 
し 
た 。 

ま 
た 、 

母 
子 
手 
帳 
の 
改 
善 
・ 
普 
及 
な 
ど 
の 
母 
子 

保 
健 
活 
動 
の 
推 
進 
に 
よ 
り 、 

未 
熟 
児 
出 

産 
や 
乳 
幼 
児 
死 
亡 
を 
改 
善 
さ 
せ 
る 
な 
ど 

実 
践 
活 
動 
に 
専 
念 
さ 
れ 
ま 
し 
た 。 

現 
在 

は 
ベ 
ン 
チ 
ェ 
省 
児 
童 
基 
金 
会 
長 
と 
し 

て 、 

貧 
困 
な 
状 
況 
に 
あ 
る 
子 
ど 
も 
や 
障 

害 
児 
に 
対 
す 
る 
援 
助 
・ 
支 
援 
活 
動 
に 
尽 

力 
さ 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 

中 
西 
由 
起 
子 
氏 
は 、 

一 
九 
七 
三 
年 
に 

聖 
心 
女 
子 
大 
学 
大 
学 
院 
英 
文 
科 
卒 
業 

後 、 

同 
大 
学 
研 
究 
所 
副 
手 、 

日 
本 
赤 
十 

字 
中 
央 
女 
子 
大 
講 
師 、 

国 
際 
障 
害 
者 
年 

日 
本 
推 
進 
協 
議 
会 
秘 
書 、 

Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ 

障 
害 
者 
問 
題 
専 
門 
官 
等 
を 
歴 
任 
し 、 

二 

〇 
〇 
〇 
年 
か 
ら 
は 
Ｊ 
Ｉ 
Ｃ 
Ａ 
イ 
シ 
ュ 
ー 

別 
支 
援 
委 
員 
会 
「 

障 
害 
者 
支 
援 
」 

委 
員 

会 
委 
員 
を 
務 
め 
ら 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 
ま 
た 、 

障 
害 
者 
の 
立 
場 
に 
立 
っ 
て 、 

日 
本 
で 
の 

ア 
ジ 
ア 
全 
般 
に 
対 
す 
る 
関 
心 
が 
薄 
か 
っ 

た 
頃 
か 
ら 、 

Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ 
や 
障 
害 
者 
イ 

ン 
タ 
ー 

ナ 
シ 
ョ 
ナ 
ル 
に 
お 
け 
る 
活 
動 
の 

中 
で 
活 
躍 
さ 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 

糸賀一雄記念賞　選考委員会 委員長　 大谷　藤郎 

「 アジア太平洋障害者の 10年」 
最終年ハイレベル政府間会合の開催を 
記念 し て 、 顕著な活躍 の あ っ た ３ 人 を決定 

選考経過説明 

Profile大谷　藤郎 おおたに　ふじお 
国際医療福祉大学総長 
大正 13年３月 27日生まれ 。 滋賀県出身 。 
昭和 27年京都大学医学部卒業 。 昭和 34年厚生省 
入省 。 昭和 58年医務局長を最後に退官 。 現在 、 
高松宮記念ハンセン病資料館長 、 予防医学事業中 
央会理事長 、 長寿科学振興財団理事長を兼任 。 
平成５年ＷＨＯレオン・ベルナール賞受賞 。 
趣味は絵画 。 座右の銘は 「 一隅を照らす 」 。 

第 
六 
回 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 

選 
考 
委 
員 
会 
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授 
賞 
式 
に 
は 
近 
江 
学 
園 
園 
生 
の 
三 
人 
が 
花 
束 
の 
プ 

レ 
ゼ 
ン 
テ 
ー 

タ 
ー 

と 
し 
て 
登 
場 
し 
ま 
し 
た 。 

ま 
た 、 

マ 
カ 
ナ 
ワ 
イ 
氏 
の 
受 
賞 
を 
祝 
し 
て 、 

フ 
ィ 
ジ 
ー 

の 
女 

性 
社 
会 
福 
祉 
大 
臣 
ア 
ゼ 
ナ 
ダ 
・ 
ザ 
ウ 
ザ 
ウ 
氏 
が 
会 
場 

に 
駆 
け 
つ 
け 、 

固 
く 
握 
手 
を 
交 
わ 
す 
場 
面 
も 
見 
ら 
れ 

ま 
し 
た 。 障 

害 
者 
の 
基 
本 
的 
人 
権 
の 
尊 
重 
を 
基 
本 
に 、 

生 
涯 

を 
通 
じ 
て 
障 
害 
者 
福 
祉 
の 
向 
上 
に 
取 
り 
組 
ん 
だ 
故 
糸 

賀 
一 
雄 
氏 
の 
心 
を 
受 
け 
継 
ぎ 、 

障 
害 
者 
や 
そ 
の 
家 
族 

が 
安 
心 
し 
て 
生 
活 
す 
る 
こ 
と 
が 
で 
き 
る 
福 
祉 
社 
会 
の 

実 
現 
に 
寄 
与 
す 
る 
こ 
と 
を 
目 
的 
と 
し 
て 、 

障 
害 
者 
福 

祉 
の 
分 
野 
で 、 

顕 
著 
な 
活 
躍 
を 
す 
る 
者 
に 
対 
し 
て 

「 

糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
」 

を 
授 
与 
す 
る 。 

糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 

▲ フィジーの女性社会福祉大臣アゼナダ・ザウザウ氏と握 
手を交わすマカナワイ氏 。 

▼３名の受賞者には 、 財団の國松理事長より賞状が授与されました 。 

近 
江 
学 
園 
の 
園 
生 
か 
ら 
花 
束 
を 
受 
け 
取 
る 
フ 
ィ 

ン 
・ 
ヴ 
ァ 
ン 
・ 
カ 
ム 
氏 。 

糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
授 
賞 
式 

Congratulations on Your Prize！ 

セ タ レ キ ・ セ ル ・ マ カ ナ ワ イ 氏 
（ 37歳／フィジー諸島共和国 ） 

障害者インターナショナル・アジア太平洋 
支部オセアニア担当副会長 

10代の時 、 スポーツ事故で全盲 
となるが後に盲学校の教師となる 。 
様々な慈善団体での無報酬奉仕を行 
い、 障害者の自助努力を促し 、 支援 
とサービスを提供するなど 、 カリス 
マ性のある指導者として 、 今後の活 
躍が期待される 。 

フィン・ヴァン・カム氏 
（ 61歳／ヴェトナム社会主義共和国 ） 

ベンチェ省児童基金会長 

副知事 、 知事時代を通して障害児 、 
孤児問題 、 母子保健活動等に精力的 
に取り組む 。 障害児の治療では 、特 
に口唇裂・口蓋裂の手術を 、 日本の 
口唇・口蓋裂協会と協力して 1,000
例以上行ってきた 。 

中西　由起子氏 
（ 54歳／東京都 ） 

ア ジア ・ デ ィ ス ア ビ リ テ ィ ・ イ ン ス テ ィ テ ー ト 
（ ＡＤＩ ） 代表 

20余年にわたりアジア太平洋の 
障害者を支援 。 早期から国連ＥＳＣ 
ＡＰや国際ＮＧＯ障害者インターナ 
ショナル （ ＤＰＩ ） における活動の 
中で障害者グループとのネットワー 
クを培い 、アジア障害者のお母さん 
として活躍 。 

第 6回 



発 
展 
途 
上 
国 
か 
ら 
選 
ば 
れ 
た 

最 
初 
の 
受 
賞 
者 
と 
し 
て 

本 
日 、 

栄 
誉 
あ 
る 
第 
六 
回 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 

賞 
の 
受 
賞 
者 
の 
一 
人 
と 
し 
て 、 

こ 
う 
し 
て 
皆 

さ 
ん 
の 
前 
で 
お 
話 
さ 
せ 
て 
い 
た 
だ 
く 
こ 
と 
は 、 

と 
て 
も 
大 
き 
な 
喜 
び 
で 
あ 
り 、 

栄 
誉 
で 
あ 
り 、 

そ 
し 
て 
何 
に 
も 
増 
し 
て 
非 
常 
に 
大 
き 
な 
意 
味 

を 
持 
つ 
こ 
と 
で 
す 。 

と 
い 
う 
の 
は 、 

私 
が 
太 

平 
洋 
に 
あ 
る 
諸 
島 
の 、 

発 
展 
途 
上 
国 
か 
ら 
選 

ば 
れ 
た 
最 
初 
の 
受 
賞 
者 
だ 
か 
ら 
で 
す 。 

で 
き 

る 
こ 
と 
な 
ら 
ば 、 

今 
後 
も 
私 
に 
続 
い 
て 、 

太 

平 
洋 
上 
の 
諸 
島 
の 
人 
々 
が 
受 
賞 
で 
き 
る 
こ 
と 

を 
願 
わ 
ず 
に 
は 
い 
ら 
れ 
ま 
せ 
ん 。 

も 
し 
Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ 
で 
働 
い 
て 
い 
る 
私 
の 
友 

人 
の 
推 
薦 
が 
な 
け 
れ 
ば 、 

私 
は 
こ 
の 
場 
に 
は 

い 
な 
か 
っ 
た 
で 
し 
ょ 
う 
し 、 

こ 
の 
栄 
え 
あ 
る 

賞 
の 
こ 
と 
も 、 

太 
平 
洋 
の 
島 
々 
で 
は 
知 
ら 
れ 

な 
い 
ま 
ま 
で 
あ 
っ 
た 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

私 
が 
今 

日 
こ 
こ 
に 
立 
っ 
て 
い 
る 
の 
は 、 

す 
べ 
て 
神 
の 

意 
志 
で 
あ 
り 、 

神 
が 
計 
画 
さ 
れ 
た 
こ 
と 
だ 
と 

信 
じ 
て 
い 
ま 
す 。 

糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
の 
受 
賞 
者 
と 
な 
る 
た 
め 

に 
は 、 

障 
害 
者 
福 
祉 
の 
分 
野 
で 
特 
別 
な 
活 
動 

を 
し 
な 
け 
れ 
ば 
な 
り 
ま 
せ 
ん 。 

私 
の 
場 
合 
は 、 

地 
方 、 

国 、 

地 
域 、 

お 
よ 
び 
国 
際 
レ 
ベ 
ル 
の 

障 
害 
者 
組 
織 
で 
多 
く 
の 
事 
業 
に 
取 
り 
組 
み 、 

力 
の 
限 
り 
働 
い 
て 
き 
ま 

し 
た 。 

そ 
う 
し 
て 
き 
た 

の 
は 、 

力 
一 
杯 
働 
く 
こ 

と 
で 、 

様 
々 
な 
種 
類 
の 

障 
害 
を 
も 
つ 
私 
の 
兄 
弟 

姉 
妹 
と 
も 
言 
え 
る 
人 
々 

の 
生 
活 
の 
質 
を 
向 
上 
さ 

せ 、 

ま 
た 
そ 
の 
人 
た 
ち 

の 
ロ 
ー 

ル 
モ 
デ 
ル 
と 
な 

る 
必 
要 
が 
あ 
る 
と 
考 
え 
た 
か 
ら 
で 
す 。 

障 
害 
者 
が 、 
差 
別 
や 
否 
定 
に 

悩 
ま 
な 
く 
て 
も 
よ 
い 
社 
会 
を 

し 
か 
し 、 

私 
が 
障 
害 
者 
福 
祉 
の 
道 
に 
本 
当 

に 
駆 
り 
立 
て 
ら 
れ 
た 
の 
は 、 

一 
九 
八 
一 
年 
の 

三 
月 、 

十 
七 
歳 
の 
誕 
生 
日 
を 
迎 
え 
る 
少 
し 
前 

に 、 

私 
自 
身 
視 
力 
を 
失 
い 、 

障 
害 
者 
と 
し 
て 

様 
々 
な 
辛 
い 
経 
験 
を 
し 
た 
こ 
と 
が 
き 
っ 
か 
け 

で 
す 。 

そ 
れ 
以 
来 、 

私 
は 
フ 
ィ 
ジ 
ー 

の 
障 
害 

者 
の 
た 
め 
に 
何 
か 
を 
し 
な 
け 
れ 
ば 
な 
ら 
な 
い 

と 
真 
剣 
に 
考 
え 
て 
き 
ま 
し 
た 。 

私 
に 
次 
ぐ 
障 

害 
者 
た 
ち 
が 、 

健 
常 
者 
や 
社 
会 
制 
度 
に 
よ 
る 

差 
別 
的 
な 
風 
習 、 

否 
定 
的 
な 
態 
度 
に 
悩 
ま 
な 

く 
て 
も 
よ 
い 
社 
会 
に 
し 
た 
い 
と 
願 
っ 
た 
の 
で 

す 。 
一 
九 
八 
五 
年 
に 
フ 
ィ 
ジ 
ー 

に 
あ 
る 
コ 
ー 

パ 

ス 
・ 
ク 
リ 
ス 
テ 
ィ 
教 
育 
大 
学 
を 
卒 
業 
し 、 

小 
学 

校 
の 
新 
任 
教 
師 
に 
な 
っ 
た 
時 、 

私 
は 、 

そ 
ん 
な 

思 
い 
で 
胸 
が 
い 
っ 
ぱ 
い 
で 
し 
た 。 

あ 
れ 
か 
ら 
十 

七 
年 
の 
歳 
月 
が 
経 
ち 、 

祖 
国 
で 
も 
障 
害 
者 
を 
め 

ぐ 
り 、 

歓 
迎 
す 
べ 
き 
変 
化 
が 
お 
き 
つ 
つ 
あ 
る 
こ 

と 
を 
感 
じ 
て 
い 
ま 
す 。 

ま 
た 、 

特 
に 
こ 
の 
四 
年 

間 、 

私 
は 
ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
の 
他 
の 
国 
々 、 

そ 
し 

て 
機 
会 
さ 
え 
あ 
れ 
ば 、 

他 
の 
地 
域 
の 
諸 
国 
に 
も 

赴 
き 、 

こ 
の 
よ 
う 
な 
私 
の 
考 
え 
を 
広 
め 
る 
チ 
ャ 

ン 
ス 
に 
恵 
ま 
れ 
ま 
し 
た 。 

今 
日 
の 
受 
賞 
を 、 
自 
分 
の 
道 
を 
歩 
む 

勇 
気 
に 
変 
え 
て 

こ 
こ 
で 、 

今 
日 
ま 
で 
私 
を 
支 
え 
て 
き 
て 
く 

れ 
た 
多 
く 
の 
方 
た 
ち 
と 
組 
織 
に 
つ 
い 
て 
申 
し 

上 
げ 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

こ 
の 
方 
た 
ち 
の 
存 

在 
が 
な 
け 
れ 
ば 、 

今 
日 
の 
受 
賞 
も 
無 
か 
っ 
た 

は 
ず 
で 
す 。 

ま 
ず 、 

私 
が 
フ 
ィ 
ジ 
ー 

や 
海 
外 
で 
の 
障 
害 

者 
の 
能 
力 
開 
発 
と 
障 
害 
者 
運 
動 
に 
深 
く 
関 
わ 

る 
よ 
う 
に 
な 
っ 
て 
か 
ら 
の 
十 
二 
年 
間 、 

い 
つ 

も 
私 
の 
傍 
ら 
で 
支 
援 
を 
惜 
し 
ま 
ず 、 

深 
い 
理 

解 
と 
忍 
耐 
を 
も 
っ 
て 
私 
に 
接 
し 
て 
き 
て 
く 
れ 

た 
妻 
と 
三 
人 
の 
子 
供 
た 
ち 
に 
心 
か 
ら 
感 
謝 
し 

た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

次 
に 、 

世 
界 
盲 
人 
組 
合 、 

障 
害 
者 
イ 
ン 
タ 
ー 

ナ 
シ 
ョ 
ナ 
ル 、 

イ 
ン 
ク 
ル 

ー 

ジ 
ョ 
ン 
・ 
イ 
ン 
タ 
ー 

ナ 
シ 
ョ 
ナ 
ル 、 

太 
平 

洋 
諸 
島 
盲 
人 
協 
会 、 

フ 
ィ 
ジ 
ー 

障 
害 
者 
協 
会 、 

Ｅ 
Ｓ 
Ｃ 
Ａ 
Ｐ 
お 
よ 
び 
Ｊ 
Ｉ 
Ｃ 
Ａ 
の 
皆 
様 
に 、 

国 
家 
や 
地 
域 、 

国 
際 
レ 
ベ 
ル 
で 
の 
障 
害 
者 
福 

祉 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
に 
参 
加 
し 、 

そ 
こ 
で 
指 
導 
力 

を 
発 
揮 
す 
る 
機 
会 
を 
お 
与 
え 
く 
だ 
さ 
っ 
た 
こ 

と 
に 、 

心 
よ 
り 
の 
感 
謝 
を 
さ 
さ 
げ 
ま 
す 。 

さ 

ら 
に 、 

私 
の 
勤 
務 
先 
で 
あ 
る 
フ 
ィ 
ジ 
ー 

教 
育 

省 
に 
は 、 

福 
祉 
関 
係 
の 
ワ 
ー 

ク 
シ 
ョ 
ッ 
プ 
や 

セ 
ミ 
ナ 
ー 、 

会 
議 
に 
出 
席 
す 
る 
た 
め 、 

招 
待 

が 
あ 
れ 
ば 
地 
域 
の 
内 
外 
を 
問 
わ 
ず 
常 
に 
有 
給 

休 
暇 
を 
と 
っ 
て 
出 
か 
け 
る 
こ 
と 
を 
許 
し 
て 
い 

た 
だ 
き 
ま 
し 
た 。 

厚 
く 
御 
礼 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 。 

そ 
し 
て 、 

最 
後 
に 
な 
り 
ま 
し 
た 
が 、 

何 
よ 

り 
も 
感 
謝 
申 
し 
上 
げ 
た 
い 
の 
は 、 

第 
六 
回 
糸 

賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
の 
受 
賞 
者 
と 
し 
て 
私 
を 
選 
ん 

で 
く 
だ 
さ 
っ 
た 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
財 
団 
の 
皆 
さ 

ん 
方 
で 
す 。 

こ 
の 
賞 
を 
受 
賞 
し 
た 
こ 
と 
で 、 

私 
は 
今 
ま 
で 
自 
分 
が 
歩 
ん 
で 
き 
た 
道 
が 
間 
違 

っ 
て 
い 
な 
か 
っ 
た 
の 
だ 
と 、 

確 
信 
を 
深 
め 
る 

こ 
と 
が 
で 
き 
ま 
し 
た 。 

そ 
し 
て 
今 
後 、 

活 
動 

を 
続 
け 
て 
い 
く 
上 
で 
の 
様 
々 
な 
困 
難 
に 
立 
ち 

向 
か 
う 
勇 
気 
を 
も 
ら 
っ 
た 
こ 
と 
に 
何 
よ 
り 
も 

感 
謝 
し 
ま 
す 。 

ど 
う 
か 、 

神 
の 
お 
恵 
み 
が 
こ 
こ 
に 
い 
る 
皆 

さ 
ん 
一 
人 
一 
人 
と 、 

そ 
し 
て 
そ 
の 
家 
族 
の 
上 

に 
あ 
り 
ま 
す 
よ 
う 
お 
祈 
り 
申 
し 
上 
げ 、 

私 
の 

記 
念 
講 
演 
を 
終 
え 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

5

受賞者記念講演 
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多 
く 
の 
方 
々 
の 
支 
援 
に 

感 
謝 
を 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 

二 
〇 
〇 
二 
年 
度 
の 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 
の 
受 

賞 
は 、 

私 
に 
と 
っ 
て 
非 
常 
に 
名 
誉 
で 
あ 
り 、 

本 
日 
は 
本 
当 
に 
感 
激 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

糸 
賀 
一 

雄 
記 
念 
賞 
は 、 

障 
害 
者 
の 
た 
め 
に 
長 
年 
尽 
く 

し 
て 
き 
た 
人 
間 
を 、 

大 
変 
勇 
気 
づ 
け 
て 
く 
れ 

る 
賞 
で 
す 。 

こ 
の 
場 
を 
お 
借 
り 
し 
て 、 

選 
考 

委 
員 
会 
の 
皆 
さ 
ん 、 

ま 
た 
今 
年 
度 
の 
受 
賞 
者 

の 
決 
定 
に 
当 
た 
ら 
れ 
た 
す 
べ 
て 
の 
方 
々 
に 、 

心 
よ 
り 
感 
謝 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 。 

今 
回 
の 
私 
の 
受 
賞 
は 、 

私 
一 
人 
の 
も 
の 
で 

は 
決 
し 
て 
あ 
り 
ま 
せ 
ん 。 

多 
く 
の 
方 
々 
の 
支 

援 
が 
あ 
っ 
て 
初 
め 
て 
得 
ら 
れ 
た 
も 
の 
で 
あ 
り 、 

私 
の 
同 
僚 
と 、 

と 
り 
わ 
け 
日 
本 
の 
「 

ベ 
ト 
ナ 

ム 
の 
子 
ど 
も 
達 
を 
支 
援 
す 
る 
会 
」 (

Ｓ 
Ｖ 
Ｃ 
Ａ )

の 
皆 
さ 
ん 、 

そ 
し 
て 
ベ 
ト 
ナ 
ム 
の 
障 
害 
児 
を 

支 
援 
し 
て 
い 
た 
だ 
い 
て 
い 
る 
「 

日 
本 
口 
唇 
・ 

口 
蓋 
裂 
協 
会 
」 

の 
皆 
さ 
ん 
に 
お 
礼 
を 
申 
し 
上 

げ 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

皆 
さ 
ん 
た 
ち 
は 、 

常 

に 
私 
を 
支 
え 、 

支 
援 
し 
続 
け 
て 
き 
て 
く 
だ 
さ 

い 
ま 
し 
た 。 

ま 
た 、 

こ 
の 
機 
会 
に 
私 
を 
糸 
賀 

一 
雄 
記 
念 
財 
団 
に 
推 
薦 
し 
て 
く 
だ 
さ 
い 
ま 
し 

た 
高 
谷 
清 
先 
生 
（ 

医 
師 
・ 
第 
一 
び 
わ 
こ 
学 
園 

前 
園 
長 
） 

に 
心 
よ 
り 
感 
謝 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 。 

先 
生 
か 
ら 
は 、 

こ 
れ 
ま 
で 
多 
く 
の 
力 
添 
え 
を 

い 
た 
だ 
い 
て 
き 
ま 
し 
た 。 

糸 
賀 
氏 
の 
思 
想 
は 
、 
我 
々 
に 
と 
っ 
て 

〝 

夜 
道 
を 
照 
ら 
す 
松 
明 
〞 

の 
よ 
う 

受 
賞 
の 
報 
告 
を 
受 
け 
て 
か 
ら 、 

糸 
賀 
一 
雄 

氏 
の 
こ 
と 
を 
知 
る 
よ 
う 
に 
な 
り 、 

日 
本 
は 
も 

と 
よ 
り 
世 
界 
中 
の 
障 
害 
児 
の 
た 
め 
に 
福 
祉 
を 

増 
進 
し 
よ 
う 
と 
さ 
れ 
た 
氏 
の 
偉 
大 
さ 
に 、 

知 

れ 
ば 
知 
る 
ほ 
ど 
尊 
敬 
の 
念 
を 
深 
め 
て 
い 
ま 
す 。 

糸 
賀 
氏 
の 
思 
想 
は 、 

障 
害 
者 
福 
祉 
に 
携 
わ 

る 
世 
界 
中 
の 
人 
々 
に 
と 
っ 
て 、 

夜 
道 
を 
照 
ら 

す 
松 
明 
（ 

た 
い 
ま 
つ 
） 

の 
よ 
う 
な 
も 
の 
で 
す 。 

私 
は 、 

生 
活 
に 
困 
窮 
し 
て 
い 
る 
人 
々 、 

障 
害 

の 
あ 
る 
人 
々 、 

親 
を 
亡 
く 
し 
た 
子 
ど 
も 
た 
ち 

と 
と 
も 
に 
人 
生 
の 
大 
半 
を 
過 
ご 
し 
て 
き 
ま 
し 

た 
が 、 

こ 
の 
よ 
う 
な 
仕 
事 
を 
続 
け 
て 
き 
た 
の 

は 、 

単 
に 
社 
会 
に 
対 
す 
る 
私 
の 
義 
務 
や 
責 
任 

を 
果 
た 
す 
た 
め 
だ 
け 
で 
は 
な 
く 、 

私 
に 
と 
っ 

て 
非 
常 
に 
素 
晴 
ら 
し 
い 
チ 
ャ 
ン 
ス 
で 
あ 
る 
と 

思 
え 
た 
か 
ら 
で 
し 
た 。 

障 
害 
者 
や 
支 
援 
を 

必 
要 
と 
す 
る 
子 
ど 
も 
た 
ち 
か 
ら 、 

ど 
れ 
ほ 
ど 

多 
く 
の 
こ 
と 
を 
私 
は 
学 
ん 
だ 
で 
し 
ょ 
う 。 

ま 

た 、 

彼 
ら 
と 
と 
も 
に 
働 
く 
こ 
と 
が 、 

ど 
れ 
ほ 

ど 
私 
に 
と 
っ 
て 
嬉 
し 
い 
こ 
と 
で 
あ 
っ 
た 
か 
を 

考 
え 
る 
と 、 

私 
に 
は 
糸 
賀 
一 
雄 
氏 
の 
言 
葉 
が 

よ 
く 
分 
か 
る 
気 
が 
し 
ま 
す 。 

す 
な 
わ 
ち 、 
「 

私 

た 
ち 
が 
障 
害 
者 
に 
光 
を 
も 
た 
ら 
す 
の 
で 
は 
な 

い 。 

障 
害 
者 
が 
私 
た 
ち 
に 
光 
を 
も 
た 
ら 
す 
の 

だ 
」 

と 
い 
う 
言 
葉 
の 
意 
味 
を 、 

私 
は 
深 
く 
か 

み 
し 
め 
共 
感 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

こ 
の 
言 
葉 
を 、 

私 
の 
心 
に 
深 
く 
刻 
み 
込 
み 、 

残 
る 
人 
生 
の 
指 

針 
に 
し 
て 
い 
き 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

障 
害 
者 
の 
幸 
福 
の 
た 
め 
に 、 

力 
を 
合 
わ 
せ 
て 
働 
い 
て 
い 
き 
た 
い 

現 
在 、 

ベ 
ト 
ナ 
ム 
に 
は 
多 
く 
の 
障 
害 
者 
が 

い 
ま 
す 
が 、 

特 
に 
障 
害 
を 
持 
つ 
子 
ど 
も 
や 、 

オ 
レ 
ン 
ジ 
枯 
れ 
葉 
剤 
（ 

有 
毒 
な 
ダ 
イ 
オ 
キ 
シ 

ン 
を 
含 
む 
薬 
品 
） 

の 
影 
響 
に 
よ 
っ 
て 
苦 
し 
む 

子 
ど 
も 
た 
ち 
の 
福 
祉 
が 
課 
題 
に 
な 
っ 
て 
い 
ま 

す 。 
私 
は 、 

ベ 
ト 
ナ 
ム 
の 
障 
害 
者 
の 
福 
祉 
を 
増 

進 
さ 
せ 
る 
た 
め 、 

今 
後 
も 
努 
力 
を 
傾 
注 
し 
て 

い 
き 
ま 
す 。 

ま 
ず 、 

こ 
の 
賞 
の 
賞 
金 
の 
一 
部 

は 、 

ベ 
ン 
チ 
ェ 
省 
児 
童 
基 
金 
の 
活 
動 
の 
た 
め 

に 
役 
立 
て 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

ま 
た 、 

障 
害 

者 
の 
幸 
福 
の 
た 
め 
に 、 

私 
た 
ち 
皆 
が 
力 
を 
合 

わ 
せ 
て 
働 
い 
て 
い 
き 
た 
い 
と 
願 
っ 
て 
い 
ま 
す 

最 
後 
に 
な 
り 
ま 
し 
た 
が 、 

皆 
さ 
ま 
方 
の 
ご 

健 
康 
と 
ご 
幸 
福 、 

そ 
し 
て 
今 
日 
の 
授 
賞 
式 
の 

成 
功 
を 
心 
か 
ら 
お 
祈 
り 
申 
し 
上 
げ 
ま 
す 。 

ま 

た 、 

世 
界 
中 
の 
障 
害 
者 
の 
幸 
せ 
を 
願 
っ 
て 
い 

ま 
す 。 

。 

あ 
り 
が 
と 
う 
ご 
ざ 
い 
ま 
し 
た 。 

受賞者記念講演 

ベトナム・ベンチェ省 

フィン・ヴァン・カム 氏 
Mr.Huynh Van Cam

ベンチェ省児童基金会長 

彼 ら と と も に働 く こ と が、 どれ ほ ど私 に と っ て 
嬉しいことであったかを考えると 、 
私には糸賀一雄氏の言葉が 
よく分かる気がします―― 

タイ 
 THAILAND

カンボジア 
 CANBODIA

ラオス 
 LAOS

中国 
 CHINA

ベトナム 
 VIET NAM

ベンチェ省 
 

※ベ ンチ ェ （ Ben Tre） 省…人口約 135万人 。 
省都は ベン チ ェ （ Ben  Che） 

た 
い 

ま 
つ 
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適 
正 
技 
術 
に 
よ 
る 
障 
害 
を 
も 
つ 
仲 
間 
へ 
の 
支 
援 
を 

国 
際 
的 
な 
技 
術 
協 
力 
へ 
の 
関 
心 
が 
高 
ま 
る 
中 、 

経 

済 
協 
力 
に 
お 
い 
て 
は 、 

先 
進 
国 
の 
技 
術 
の 
移 
転 
が 
必 

ず 
し 
も 
第 
三 
世 
界 
の 
人 
々 
の 
経 
済 
的 
自 
立 
に 
は 
つ 
な 

が 
ら 
ず 、 

む 
し 
ろ 
環 
境 
や 
資 
源 
に 
過 
度 
の 
負 
担 
を 
か 

け 
る 
と 
い 
う 
マ 
イ 
ナ 
ス 
の 
側 
面 
が 
顕 
著 
と 
な 
り 
ま 
し 

た 。 

そ 
こ 
で 
出 
て 
き 
た 
の 
が 
「 

適 
正 
技 
術 
」 

と 
い 
う 

考 
え 
方 
で 
す 。 

こ 
れ 
は 
先 
進 
国 
の 
先 
端 
技 
術 
を 
第 
一 

と 
す 
る 
従 
来 
の 
在 
り 
方 
を 
変 
革 
す 
る 
も 
の 
で 、 

そ 
の 

範 
疇 
に 
は 、 

適 
正 
技 
術 
の 
促 
進 
や 
定 
着 
を 
促 
す 
た 
め 

の 
社 
会 
構 
造 
の 
改 
善 
や 、 

教 
育 
・ 
意 
識 
の 
改 
革 
も 
含 

ま 
れ 
ま 
す 。 

障 
害 
の 
分 
野 
で 
も 、 

国 
際 
協 
力 
は 
先 
進 
国 
と 
同 
様 

の 
先 
進 
的 
か 
つ 
大 
規 
模 
な 
施 
設 
の 
建 
設 
が 
中 
心 
に 
な 

っ 
て 
い 
ま 
し 
た 。 

そ 
の 
結 
果 、 

一 
九 
八 
〇 
年 
初 
め 
の 

Ｗ 
Ｈ 
Ｏ 
の 
発 
表 
で 
は 、 

障 
害 
者 
の 
一 、 

二 
％ 
し 
か 
そ 

の 
サ 
ー 

ビ 
ス 
を 
享 
受 
で 
き 
ず 、 

経 
済 
協 
力 
で 
指 
摘 
さ 

れ 
て 
い 
た 
弊 
害 
が 、 

障 
害 
を 
中 
心 
と 
す 
る 
社 
会 
開 
発 

に 
お 
い 
て 
も 
見 
ら 
れ 
ま 
し 
た 。 

こ 
の 
よ 
う 
な 
中 、 
Ａ 
Ｄ 
Ｉ 
の 
発 
足 
に 
あ 
た 
っ 
て 
は 、 

国 
際 
技 
術 
協 
力 
の 
場 
へ 
障 
害 
を 
も 
つ 
人 
々 
が 
参 
加 
す 

る 
重 
要 
性 
と 、 

そ 
れ 
が 
真 
の 
社 
会 
開 
発 
に 
貢 
献 
し 
う 

る 
方 
策 
を 
議 
論 
し 
ま 
し 
た 。 

障 
害 
者 
の 
ニ 
ー 

ズ 
を 
知 

っ 
て 
い 
る 
の 
は 
障 
害 
者 
自 
身 
で 
あ 
り 、 

供 
与 
さ 
れ 
た 

技 
術 
を 
有 
効 
に 
活 
か 
せ 
る 
の 
も 
障 
害 
者 
自 
身 
で 
す 。 

供 
与 
さ 
れ 
る 
べ 
き 
適 
正 
技 
術 
と 
は 、 

別 
の 
言 
葉 
で 
言 

え 
ば 
技 
術 
的 
に 
重 
要 
で 
あ 
り 、 

経 
済 
的 
に 
実 
行 
可 
能 

で 
あ 
り 、 

文 
化 
的 
に 
許 
容 
さ 
れ 、 

環 
境 
に 
や 
さ 
し 
い 

と 
い 
う 
４ 
条 
件 
を 
満 
た 
す 
も 
の 
で 、 

つ 
ま 
り 、 

地 
域 

で 
調 
達 
可 
能 
な 
資 
材 
や 
人 
材 、 

技 
術 
力 、 

地 
域 
社 
会 

へ 
の 
貢 
献 
の 
度 
合 
い 
を 
考 
慮 
し 
な 
け 
れ 
ば 
な 
ら 
な 
い 

の 
で 
す 。 

今 
後 、 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
に 
自 
立 
生 
活 
の 
概 
念 
を 

導 
入 
し 
て 
い 
き 
た 
い 

こ 
れ 
に 
合 
致 
す 
る 
の 
が 、 

当 
時 
Ｗ 
Ｈ 
Ｏ 
を 
中 
心 
に 

途 
上 
国 
で 
採 
用 
さ 
れ 
始 
め 
た 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
（ 

地 
域 
に 
根 
ざ 

し 
た 
リ 
ハ 
ビ 
リ 
テ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
） 

で 
す 。 

Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
は 、 

サ 
ー 

ビ 
ス 
の 
届 
か 
な 
い 
農 
村 
部 
で 、 

ボ 
ラ 
ン 
テ 
ィ 
ア 

と 
し 
て 
働 
く 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
ワ 
ー 

カ 
ー 

に 、 

マ 
ニ 
ュ 
ア 
ル 
を 

通 
し 
て 
基 
礎 
的 
な 
知 
識 
や 
技 
術 
を 
訓 
練 
し 
、 
障 
害 
者 

に 
サ 
ー 

ビ 
ス 
を 
提 
供 
す 
る 
仕 
組 
み 
に 
な 
っ 
て 
い 
ま 
す 。 

現 
在 、 

Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
は 
規 
模 
の 
差 
は 
あ 
れ 、 

ア 
ジ 
ア 
の 

全 
て 
の 
途 
上 
国 
で 
実 
施 
さ 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 

医 
療 
の 
み 

で 
な 
く 
統 
合 
教 
育 、 

社 
会 
サ 
ー 

ビ 
ス 
ま 
で 
も 
含 
む 
理 

想 
的 
な 
形 
に 
発 
展 
し 
て 
き 
た 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
も 
あ 
り 
ま 
す 

が 、 

そ 
の 
多 
く 
は 
医 
療 
サ 
ー 

ビ 
ス 
が 
主 
で 、 

専 
門 
家 

が 
直 
接 
現 
地 
に 
赴 
き 
現 
地 
の 
人 
た 
ち 
を 
指 
導 、 

指 
揮 

す 
る 
ト 
ッ 
プ 
ダ 
ウ 
ン 
型 
の 、 

と 
も 
す 
れ 
ば 
施 
設 
の 
出 

張 
所 
が 
作 
ら 
れ 
た 
の 
で 
は 
な 
い 
か 
と 
思 
わ 
れ 
る 
よ 
う 

な 
活 
動 
に 
な 
っ 
て 
い 
ま 
す 。 

Ａ 
Ｄ 
Ｉ 
は 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
の 
登 
場 
以 
来 、 

Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
を 
支 
援 

し 
て 
き 
ま 
し 
た 。 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
は 
発 
展 
中 
の 
概 
念 
で 
あ 
り 、 

今 
後 
施 
設 
の 
分 
権 
を 
目 
指 
す 
小 
施 
設 
化 
の 
道 
を 
た 
ど 

る 
の 
か 、 

障 
害 
当 
事 
者 
の 
参 
画 
を 
中 
心 
に 
据 
え 
た 
自 

立 
生 
活 
運 
動 
に 
変 
身 
す 
る 
の 
か 
の 
岐 
路 
に 
あ 
り 
ま 

す 。 

そ 
の 
た 
め 
今 
後 
Ａ 
Ｄ 
Ｉ 
は 、 

日 
本 
の 
障 
害 
者 
が 

ア 
メ 
リ 
カ 
の 
自 
立 
生 
活 
運 
動 
を 
取 
り 
入 
れ 
て 
飛 
躍 
的 

な 
エ 
ン 
パ 
ワ 
メ 
ン 
ト 
を 
遂 
げ 
た 
よ 
う 
に 、 

ア 
ジ 
ア 
に 

自 
立 
生 
活 
の 
概 
念 
を 
導 
入 
す 
る 
方 
向 
を 
強 
化 
し 
よ 
う 

と 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
を 
実 
施 
し 
て 
い 
る 
地 
域 
の 

障 
害 
者 
に 
自 
立 
生 
活 
の 
概 
念 
を 
伝 
え 
る 
べ 
く 、 

こ 
れ 

ま 
で 
現 
地 
で 
小 
セ 
ミ 
ナ 
ー 

を 
実 
施 
し 
た 
り 、 

彼 
ら 
を 

日 
本 
で 
の 
自 
立 
生 
活 
の 
研 
修 
に 
招 
待 
し 
た 
り 
し 
て 
き 

ま 
し 
た 。 

自 
立 
生 
活 
運 
動 
は 、 
人 
間 
と 
し 
て 
の 
尊 
厳 
を 

も 
っ 
て 
生 
き 
る 
よ 
う 
選 
択 
を 
す 
る 
道 
を 
開 
く 

大 
家 
族 
で 
暮 
ら 
す 
ケ 
ー 

ス 
が 
多 
い 
ア 
ジ 
ア 
の 
障 
害 

者 
に 
と 
っ 
て 、 

ま 
ず 
家 
族 
関 
係 
の 
作 
り 
方 
が 
重 
要 
視 

さ 
れ 
ま 
す 。 

い 
つ 
ま 
で 
も 
子 
ど 
も 
扱 
い 
さ 
れ 
ず 
に 、 

自 
分 
で 
人 
生 
を 
考 
え 
て 
い 
く 
こ 
と 
が 
最 
初 
の 
ス 
テ 
ッ 

プ 
で 
す 。 

彼 
ら 
は 、 

身 
に 
つ 
け 
た 
自 
立 
生 
活 
の 
技 
能 

を 、 

ま 
ず 
自 
分 
た 
ち 
の 
グ 
ル 
ー 

プ 
を 
作 
っ 
て 、 

そ 
の 

自 
助 
活 
動 
の 
中 
で 
磨 
き 
あ 
げ 
て 
い 
き 
ま 
す 。 

対 
等 
に 

明 
確 
に 
自 
分 
の 
要 
求 
を 
伝 
え 
る 
技 
術 、 

必 
要 
な 
情 
報 

を 
集 
め 
る 
技 
術 
を 
も 
っ 
て 、 

政 
府 
か 
ら 
広 
場 
の 
使 
用 

許 
可 
を 
受 
け 
て 
売 
店 
を 
開 
店 
し 
た 
り 、 

自 
分 
た 
ち 
の 

プ 
ロ 
ジ 
ェ 
ク 
ト 
に 
対 
し 
て 
外 
国 
の 
基 
金 
を 
得 
た 
り 

と 、 

自 
助 
活 
動 
が 
経 
済 
的 
に 
も 
発 
展 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

彼 
ら 
が 
自 
分 
に 
自 
信 
を 
持 
ち 
な 
が 
ら 、 

着 
実 
に 
生 
活 

の 
質 
を 
上 
げ 
て 
い 
っ 
て 
い 
る 
の 
を 
見 
る 
の 
は 
嬉 
し 
い 

こ 
と 
で 
す 。 

日 
本 
の 
多 
く 
の 
援 
助 
団 
体 
が 
ア 
ジ 
ア 
の 
障 
害 
者 
に 

目 
を 
向 
け 
る 
と 
き 、 

モ 
デ 
ル 
と 
す 
る 
の 
は 
結 
局 、 

普 

段 
か 
ら 
目 
に 
し 
て 
い 
る 
施 
設 
中 
心 
の 
日 
本 
の 
施 
策 
で 

す 。 

し 
か 
し 
ア 
ジ 
ア 
に 
は 
地 
域 
を 
基 
盤 
と 
し 
た 
相 
互 

扶 
助 
組 
織 
が 
存 
在 
し 
て 
お 
り 、 

地 
域 
の 
学 
校 
に 
通 
う 

こ 
と 
が 
普 
通 
で 、 
統 
合 
教 
育 
も 
尊 
重 
さ 
れ 
て 
い 
ま 
す 。 

施 
設 
の 
数 
や 
内 
容 、 

特 
殊 
教 
育 
の 
ノ 
ウ 
ハ 
ウ 
が 
不 
充 

分 
で 
あ 
る 
か 
ら 
と 
い 
っ 
て 、 

容 
易 
に 
特 
殊 
教 
育 
や 
収 

容 
施 
設 
を 
ア 
ジ 
ア 
に 
持 
ち 
込 
ん 
で 
は 
な 
ら 
な 
い 
の 
で 

す 。 

自 
立 
生 
活 
運 
動 
は 、 

障 
害 
者 
の 
自 
立 
を 
阻 
む 
施 

設 
中 
心 
主 
義 
に 
対 
抗 
し 
て 、 

人 
間 
と 
し 
て 
の 
尊 
厳 
を 

も 
っ 
て 
生 
き 
る 
よ 
う 
選 
択 
を 
す 
る 
道 
を 
開 
く 
も 
の 
で 

す 。 

自 
立 
生 
活 
に 
必 
要 
な 
技 
術 
こ 
そ 、 

彼 
ら 
に 
と 
っ 

て 
貧 
困 
か 
ら 
抜 
け 
出 
し 、 

生 
活 
の 
質 
を 
上 
げ 
る 
今 
一 

番 
必 
要 
な 
適 
正 
技 
術 
と 
言 
え 
ま 
す 。 

Ａ 
Ｄ 
Ｉ 
は 
ア 
ジ 
ア 
の 
障 
害 
者 
の 
自 
立 
を 
推 
進 
す 
る 

た 
め 
に 、 

① 
ア 
ジ 
ア 
で 
の 
自 
立 
生 
活 
概 
念 
の 
普 
及 
と 
自 
立 
生 
活 

運 
動 
の 
発 
展 
　 
② 
障 
害 
者 
の 
自 
助 
団 
体 
へ 
の 
物 
的 、 

技 
術 
的 
支 
援 
　 
③ 
ア 
ジ 
ア 
各 
国 
の 
障 
害 
者 
の 
国 
際 
交 

流 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
へ 
の 
支 
援 
　 
④ 
ア 
ジ 
ア 
の 
Ｃ 
Ｂ 
Ｒ 
を 

中 
心 
と 
す 
る 
障 
害 
者 
問 
題 
に 
関 
す 
る 
情 
報 
提 
供 、 

啓 

発 
活 
動 、 

調 
査 
研 
究 
活 
動 
を 
行 
っ 
て 
き 
ま 
し 
た 。 

皆 
さ 
ん 
に 
も 
是 
非 、 

自 
立 
生 
活 
運 
動 
の 
ア 
ジ 
ア 
で 

の 
発 
展 
に 
ご 
協 
力 
を 
お 
願 
い 
し 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

（ 

要 
旨 
） 

受賞者記念講演 

東京都 

中　西　由起子 氏 
Ms.Yukiko Nakanishi

アジア・ディスアビリティ・インスティテート 
（ ＡＤＩ ） 代表 

ア ジ ア ・ デ ィ ス ア ビ リ テ ィ ー ・ イ ン ス テ ィ テ ー ト 
（ ＡＤＩ ） がめざす障害者支援の 
あるべき姿について―― 
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▼ソースに青のりにマヨネーズ 。 やっぱり関西人はこうでなくちゃね 。 

湖岸沿いを３㎞と５㎞の２コースに分 
かれて走破！ 車椅子や歩行器具を使用す 
る障害者も参加できるマラソン大会では 、 
ちびっ子からお年寄りまで 、 さわやかな 
汗をかきました 。 

障害のある人もない人も同じステー 
ジに立ち 、 ベートーベンの第九交響 
曲 「 歓喜 」 を合唱 。 国連ＥＳＣＡＰ 
の関係者も多数来場し 、海外にも 
「 共生 」 のメッセージを発信しました 。 

▲聴覚障害者にも手話による表現で 、 音楽の楽しさを届けました 。 

音楽会 
［ 10月 27日 びわ湖ホール ］ 

びわ湖大 津 Ｅ Ｓ Ｃ Ａ Ｐ 
記念 マ ラ ソ ン 
［ 10月 27日 な ぎ さ 公園 サ ン シ ャ イ ン ビ ー チ周辺 ］ ESCAPSCAPESCAP

グ ラ フ  
 

経済社会委員会〉 

ジア太平洋障害者の10年」の最 

ら28日までの４日間、滋賀県大 

府間会合をはじめ、障害者に 

の推進を図るため、さまざま 

た。障害のある人もない人 

４日間。それぞれの会場で 

られました。この笑顔 

ードする力となり 

ように。 



▲ 会議参加者らに滋賀県の障害者施策やその取り組み 、 大津市をはじめとす 
る観光情報など 、 滋賀県を広く知ってもらうための展示が行われました 。 

▲ 障害者福祉のパイオニアである故糸賀一雄氏についても詳しく紹介 
されました 。 

展示 ・ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 
［ 10月 25日～ 28日 大津プリンスホテル ］ 

ふれあい広場 
［ 10月 26日 なぎさ公園 「 市民プラザ 」 ］ 

▲ 「 触る 」 という新しい鑑賞体験に 、 
小さな子どもも興味津々 。 

▲ さわるアートをテーマに 『 触覚の庭 』 と題した展覧会を開催 。 
なでたり 、 ゆらしたり 、 つまんだり 、 十人十色のスタイルで 
楽しめます 。 

市民と会議参加者の交流を目的に 、 参加・体験型の楽し 
いイベントを実施 。市民コンサートやふれあいマーケッ 
トなど 、 みんなの笑顔と歓声が溢れました 。 

障害者芸術展 
［ 10月 24日～ 28日 大津西武催事場 ］ 

音楽に国境はありません 。 流れるメロディがすべて！ 

国連 ES国連ES
フ ォ ト 

〈アジア太平洋経
 

国連ＥＳＣＡＰが定めた「アジ

終年に当たる今年10月25日から

津市では最終年ハイレベル政府

ついての理解や障害者施策の

な関連行事が行われました

も、一緒にがんばった４

たくさんの笑顔が見ら

が次の10年をリー

ますよ
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今 、 

福 
祉 
の 
世 
界 
は 
ど 
こ 
に 

向 
か 
っ 
て 
い 
る 
か 
？ 

大 
谷 

三 
浦 
先 
生 
の 
お 
話 
を 
お 
聞 
き 
し 
て 、 

あ 
ら 
た 
め 
て 
糸 
賀 
一 
雄 
先 
生 
の 
偉 
大 
さ 
を 
思 

い 
ま 
す 。 

偉 
大 
で 
あ 
る 
と 
思 
う 
の 
は 、 

実 
践 

と 
思 
想 
を 
積 
み 
重 
ね 
て 
い 
か 
れ 
る 
中 、 

そ 
こ 

に 
透 
徹 
し 
た 
哲 
学 
的 
分 
析 
が 
あ 
る 
点 
で 
す 。 

日 
本 
で 
は 
長 
い 
間 、 

障 
害 
者 
の 
人 
々 
は 
棄 
民 

（ 

き 
み 
ん 
） 

と 
言 
い 
ま 
し 
ょ 
う 
か 、 

国 
家 
が 
見 

捨 
て 
る 
よ 
う 
な 
状 
態 
が 
続 
い 
て 
い 
ま 
し 
た 。 

戦 
後 
に 
な 
る 
と 、 

今 
度 
は 
過 
保 
護 
に 
な 
り 、 

し 
か 
し 
一 
部 
の 
人 
が 
過 
保 
護 
に 
扱 
わ 
れ 、 

多 

く 
の 
人 
は 
戦 
前 
と 
変 
わ 
ら 
な 
い 
状 
態 
で 
あ 
る 

と 。 

そ 
う 
い 
っ 
た 
状 
況 
の 
中 
で 、 

一 
方 
で 
は 

宗 
教 
的 、 

道 
徳 
的 
な 
立 
場 
を 
匂 
わ 
せ 、 

一 
方 

で 
は 
科 
学 
的 
に 
福 
祉 
の 
実 
践 
と 
思 
想 
を 
築 
か 

れ 
た 
の 
が 
糸 
賀 
先 
生 
で 
あ 
り 、 

五 
十 
四 
歳 
の 

若 
さ 
で 
逝 
去 
さ 
れ 
た 
こ 
と 
は 、 

哀 
惜 
の 
念 
に 

絶 
え 
ま 
せ 
ん 。 

本 
日 
は 、 

ア 
ジ 
ア 
太 
平 
洋 
障 
害 
者 
の 
十 
年 

を 
記 
念 
し 
て 、 

こ 
れ 
ま 
で 
糸 
賀 
一 
雄 
記 
念 
賞 

の 
栄 
誉 
に 
輝 
か 
れ 
た 
福 
祉 
の 
先 
駆 
者 
で 
あ 
る 

皆 
さ 
ん 
を 
ご 
招 
待 
し 
て 、 

お 
話 
し 
を 
伺 
う 
と 

い 
う 
特 
別 
な 
機 
会 
を 
得 
る 
こ 
と 
が 
で 
き 
ま 
し 

た 。 

國 
松 
知 
事 
は 
じ 
め 
滋 
賀 
県 
庁 
の 
ご 
支 
援 

に 、 

非 
常 
に 
感 
激 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

で 
は 、 

シ 

ン 
ポ 
ジ 
ス 
ト 
の 
三 
名 
の 
方 
に 、 

今 
ど 
ん 
な 
ふ 

う 
に 
福 
祉 
に 
つ 
い 
て 
考 
え 
て 
お 
ら 
れ 
る 
の 
か 、 

お 
話 
を 
お 
聞 
き 
し 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

口 
分 
田 

三 
名 
の 
シ 
ン 
ポ 
ジ 
ス 
ト 
の 
方 
に 
は 、 

「 

共 
に 
生 
き 
る 
社 
会 
の 
実 
現 
と 、 

す 
べ 
て 
の 

人 
々 
の 
希 
望 
を 
め 
ざ 
し 
て 
」 

と 
い 
う 
テ 
ー 

マ 

の 
も 
と 、 

そ 
れ 
ぞ 
れ 
の 
実 
践 
分 
野 
で 
ど 
う 
い 

う 
こ 
と 
が 
実 
現 
で 
き 
て 
い 
る 
か 。 

あ 
る 
い 
は 、 

将 
来 
ど 
う 
い 
う 
こ 
と 
が 
課 
題 
に 
な 
っ 
て 
残 
っ 

て 
い 
る 
か 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 
お 
話 
し 
い 
た 
だ 
き 

た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

そ 
し 
て 、 

糸 
賀 
思 
想 
に 

学 
ぶ 
も 
の 
は 
何 
か 。 

あ 
る 
い 
は 、 

こ 
れ 
か 
ら 

の 
新 
し 
い 
時 
代 
の 
希 
望 
に 
つ 
な 
が 
る 
新 
し 
い 

生 
き 
方 
や 
考 
え 
方 
は 
何 
か 。 

そ 
う 
い 
っ 
た 
こ 

と 
に 
も 
触 
れ 
て 
い 
た 
だ 
け 
れ 
ば 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

そ 
れ 
で 
は 
よ 
ろ 
し 
く 
お 
願 
い 
い 
た 
し 
ま 
す 。 

糸 
賀 
一 
雄 
の 
思 
想 
と 
実 
践 
に 
学 
ぶ 
― 

― 

『 

共 
に 
生 
き 
る 
社 
会 
の 
実 
現 
と 、 
す 
べ 
て 
の 
人 
々 
の 
希 
望 
を 
め 
ざ 
し 
て 
』 

▲大木会の三浦了氏は 、 糸賀一雄氏の言葉 
をまじえながら 、 近江学園をはじめとする 
施設づくりに共通するもの 、 糸賀一雄氏の 
福祉哲学に焦点をあて基調報告を行われま 
した 。 

コーディネーターを務めた大谷藤 
郎氏は 、 「 糸賀精神は障害者福祉 
において革新的なものであった 
が、 ただ賛美して固定化していく 
のではなく 、 新しい時代において 
継承 、 発展させていくことをここ 
に誓いたい 。 」 と語りました 。 

サ ブコ ーデ ィ ネ ー タ ーの口分田政 
夫氏は第一び わ こ学園園 長 と し て 
福祉分野の最前線で活躍中 。 

▲ 左からシンポジストの飯田氏 、 高田氏 、 
佐々木氏 。 

● シンポジスト 

飯田　雅子 氏 
（ 財団法人 鉄道弘済会 総合福祉 セ 
ンター 「 弘斉学園 」 園長 ） 

高田　英一 氏 
（ 社会福祉法人 京都聴覚言語障害者 
福祉協会 理事長 ） 

佐々木正美 氏 
（ 川崎医療福祉大学医療福祉学部医 
療福祉学科 学科長・教授 ） 

● コ ー デ ィ ネ ー タ ー 

大谷　藤郎 氏 
（ 糸賀一雄記念財団副理事長 ） 

口分田政夫 氏 
（ 糸賀一雄記念財団企画検討委員長 ） 

シ 
ン 
ポ 
ジ 
ウ 
ム 

シ 
ン 
ポ 
ジ 
ウ 
ム 
の 
冒 
頭 
で 
は 、 

大 
木 
会 
理 
事 
長 
・ 
三 
浦 
了 
氏 
に 
よ 
る 
「 

糸 
賀 
一 

雄 
　 
人 
と 
仕 
事 
」 

と 
題 
し 
た 
基 
調 
報 
告 
が 
行 
わ 
れ 
ま 
し 
た 。 

糸 
賀 
一 
雄 
氏 
の 
没 
後 

三 
十 
四 
年 
が 
経 
過 
し 、 

福 
祉 
の 
分 
野 
で 
も 
糸 
賀 
氏 
の 
人 
物 
像 
や 、 

そ 
の 
思 
想 
を 
知 

ら 
な 
い 
世 
代 
が 
増 
え 
る 
中 、 

三 
浦 
氏 
が 
語 
っ 
た 
糸 
賀 
氏 
の 
福 
祉 
哲 
学 
は 、 

時 
代 
に 

先 
駆 
け 
て 
社 
会 
福 
祉 
の 
理 
想 
的 
な 
在 
り 
方 
を 
示 
す 
も 
の 
で 
あ 
っ 
た 
と 
再 
認 
識 
さ 
せ 

る 
も 
の 
で 
し 
た 。 

あ 
わ 
せ 
て 
糸 
賀 
氏 
の 
最 
後 
の 
講 
演 
と 
な 
っ 
た 
昭 
和 
四 
十 
三 
年 
九 
月 
十 
七 
日 
当 
日 

の 
録 
音 
テ 
ー 

プ 
が 
流 
さ 
れ 、 
「 

人 
間 
が 
人 
と 
生 
ま 
れ 
て 
人 
間 
と 
な 
る 。 

そ 
れ 
は 
本 

来 、 

社 
会 
的 
な 
存 
在 
で 
あ 
る 
と 
い 
う 
け 
れ 
ど 
も 、 

そ 
の 
社 
会 
的 
な 
存 
在 
に 
な 
っ 
て 

い 
く 
道 
行 
き 
と 
い 
う 
も 
の 
を 
私 
た 
ち 
は 
問 
題 
に 
し 
な 
け 
れ 
ば 
な 
ら 
な 
い 。 
（ 

中 
略 
） 

人 
と 
生 
ま 
れ 
て 
人 
と 
な 
る 。 

な 
る 
と 
い 
う 
こ 
と 
は 、 

社 
会 
的 
存 
在 
で 
あ 
る 
こ 
と 
を 

証 
明 
し 
て 
い 
く 
こ 
と 
に 
な 
る 
」 

と 、 
在 
り 
し 
日 
の 
氏 
の 
声 
が 
会 
場 
に 
流 
れ 
ま 
し 
た 。 



『 

子 
ど 
も 
た 
ち 
を 
し 
っ 
か 
り 
育 
て 
て 、 

社 
会 
に 
鉄 
砲 
を 
撃 
つ 
』 

私 
が 
勤 
務 
す 
る 
弘 
済 
学 
園 
は 、 

近 
江 
学 
園 

の 
ブ 
ラ 
ン 
チ 
施 
設 
の 
一 
つ 
で 
す 。 

ず 
い 
ぶ 
ん 

昔 、 

ア 
フ 
タ 
ー 

ケ 
ア 
セ 
ン 
タ 
ー 
（ 
就 
労 
支 
援 

施 
設 
） 

の 
開 
設 
を 
控 
え 
て 
い 
た 
当 
時 、 

糸 
賀 

先 
生 
は 、 
『 

子 
ど 
も 
た 
ち 
を 
し 
っ 
か 
り 
育 
て 
て 、 

社 
会 
に 
鉄 
砲 
を 
撃 
つ 
ん 
だ 
よ 
』 

と 
お 
っ 
し 
ゃ 

い 
ま 
し 
た 。 

子 
ど 
も 
た 
ち 
一 
人 
一 
人 
が 
玉 
と 

な 
っ 
て 
社 
会 
に 
出 
て 
行 
っ 
て 、 

社 
会 
に 
自 
分 

を 
出 
し 
な 
が 
ら 
社 
会 
を 
変 
え 
て 
い 
く 。 

こ 
の 

力 
は 
本 
人 
な 
の 
だ 
よ 、 

と 
い 
う 
こ 
と 
を 
教 
え 

て 
く 
だ 
さ 
い 
ま 
し 
た 。 

単 
に 
社 
会 
で 
暮 
ら 
せ 

れ 
ば 
い 
い 、 

で 
は 
な 
く 
て 、 

ど 
う 
い 
う 
生 
き 

様 
を 
示 
し 
て 
く 
れ 
る 
本 
人 
に 
し 
て 
い 
く 
の 
か 

と 
い 
う 
こ 
と 、 

療 
育 
の 
在 
り 
方 
を 
教 
わ 
っ 
た 

よ 
う 
に 
今 
も 
思 
っ 
て 
い 
ま 
す 。 

や 
や 
も 
す 
れ 
ば 、 

社 
会 
に 
お 
け 
る 
有 
用 
度 

や 、 

優 
秀 
で 
知 
的 
な 
人 
間 
に 
こ 
そ 
値 
打 
ち 
が 

あ 
る 
と 
い 
っ 
た 
物 
差 
し 
が 
横 
行 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

で 
も 
本 
当 
は 、 

一 
人 
一 
人 
生 
き 
る 
こ 
と 
そ 
の 

も 
の 
に 
意 
義 
が 
あ 
り 、 

そ 
の 
姿 
に 
値 
打 
ち 
が 

あ 
る 
の 
で 
す 。 

原 
点 
と 
な 
る 
人 
に 
対 
す 
る 
価 

値 
観 
と 
い 
う 
も 
の 
を 、 

糸 
賀 
先 
生 
の 
思 
想 
を 

踏 
ま 
え 
て 、 

社 
会 
に 
再 
度 
啓 
発 
し 
て 
い 
か 
な 

け 
れ 
ば 
な 
ら 
な 
い 
の 
で 
は 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

生 
き 
る 
我 
が 
子 
と 
向 
か 
い 
合 
う 

勇 
気 
を 
与 
え 
た 
糸 
賀 
思 
想 

私 
ど 
も 
の 
学 
園 
で 
は 、 

母 
子 
入 
園 
と 
い 
っ 

て 、 

幼 
児 
と 
そ 
の 
お 
母 
さ 
ん 
に 
三 
ヶ 
月 
間 
合 

宿 
を 
し 
て 
も 
ら 
っ 
て 
療 
育 
の 
在 
り 
方 
を 
探 
る 

と 
い 
う 
機 
能 
が 
あ 
り 
ま 
す 。 

最 
近 
来 
ら 
れ 
た 

お 
母 
さ 
ん 
は 、 

三 
歳 
の 
最 
重 
度 
の 
お 
嬢 
さ 
ん 

を 
お 
持 
ち 
で 、 

歩 
く 
よ 
う 
に 
は 
な 
っ 
た 
け 
れ 

ど 
も 、 

非 
常 
に 
反 
応 
が 
弱 
い 
と 。 

し 
か 
し 
合 

宿 
が 
始 
ま 
っ 
て 、 

し 
っ 
か 
り 
と 
こ 
ち 
ら 
が 
ア 

プ 
ロ 
ー 

チ 
し 、 

イ 
ン 
プ 
ッ 
ト 
す 
る 
こ 
と 
で 、 

楽 
し 
い 
時 
に 
は 
笑 
っ 
て 
く 
れ 、 

自 
分 
の 
行 
き 

た 
い 
場 
所 
に 
一 
生 
懸 
命 
動 
こ 
う 
と 
す 
る 
よ 
う 

に 
な 
っ 
て 
く 
れ 
ま 
し 
た 。 

そ 
れ 
を 
見 
て 、 

私 

た 
ち 
は 
と 
て 
も 
喜 
び 、 

こ 
れ 
で 
い 
い 
ん 
だ 
と 

確 
認 
を 
し 
て 
い 
た 
の 
で 
す 
が 、 

一 
ヶ 
月 
が 
過 

ぎ 
た 
頃 
に 、 

お 
母 
さ 
ん 
は 
「 

笑 
顔 
も 
見 
ら 
れ 

る 
よ 
う 
に 
な 
っ 
て 
と 
て 
も 
嬉 
し 
い 
け 
れ 
ど 、 

や 
っ 
ぱ 
り 
こ 
の 
子 
を 
我 
が 
子 
と 
し 
て 
育 
て 
て 

い 
く 
と 
き 
の 
虚 
し 
さ 
か 
ら 
は 
抜 
け 
出 
せ 
な 
い 
」 

と 
お 
っ 
し 
ゃ 
い 
ま 
し 
た 。 

こ 
の 
言 
葉 
に 
出 
会 
っ 
た 
と 
き 、 

私 
は 
そ 
の 

言 
葉 
を 
説 
得 
す 
る 
力 
を 
持 
っ 

て 
い 
ま 
せ 
ん 
で 
し 
た 。 

虚 
し 

い 
と 
い 
う 
感 
情 
を 、 

何 
を 
持 

っ 
て 
癒 
す 
こ 
と 
が 
で 
き 
る 
の 

か 。 

宗 
教 
色 
を 
持 
ち 
出 
す 
べ 

き 
か 
と 
も 
思 
い 
ま 
し 
た 
が 

宗 
教 
心 
を 
押 
し 
つ 
け 
る 
こ 
と 

は 
で 
き 
ま 
せ 
ん 。 

そ 
こ 
で 

あ 、 

そ 
う 
だ 
と 
思 
い 、 

糸 
賀 

先 
生 
が 
お 
書 
き 
に 
な 
ら 
れ 
た 

『 

こ 
の 
子 
ら 
を 
世 
の 
光 
に 
』 

と 

い 
う 
本 
を 
お 
渡 
し 
し 
た 
の 
で 

す 。 

そ 
れ 
か 
ら 
合 
宿 
の 
二 
ヶ 
月 
目 
に 
入 
っ 
て 

再 
度 
お 
会 
い 
す 
る 
と 、 

何 
だ 
か 
す 
ご 
く 
清 
々 

し 
い 
顔 
を 
し 
た 
お 
母 
さ 
ん 
に 
な 
っ 
て 
お 
ら 
れ 

ま 
し 
た 。 

お 
嬢 
さ 
ん 
の 
障 
害 
は 
確 
か 
に 
重 
い 

け 
れ 
ど 
も 、 

で 
も 
そ 
こ 
に 
し 
っ 
か 
り 
と 
生 
き 

る 
我 
が 
子 
が 
い 
る 
の 
だ 、 

と 
い 
う 
感 
触 
を 、 

本 
の 
中 
か 
ら 
得 
ら 
れ 
た 
の 
だ 
ろ 
う 
と 
思 
い 
ま 

す 。 

本 
の 
中 
に 
脈 
々 
と 
流 
れ 
る 
人 
の 
値 
打 
ち 

に 
対 
す 
る 
考 
え 
方 、 

そ 
れ 
が 
人 
間 
社 
会 
の 
中 

で 
人 
を 
尊 
ぶ 
と 
い 
う 
思 
想 
の 
原 
点 
に 
な 
る 
の 

で 
は 
な 
い 
だ 
ろ 
う 
か 、 

と 
改 
め 
て 
確 
認 
し 
ま 

し 
た 
。 ど 

の 
子 
も 
ハ 
ッ 
ピ 
ー 

で 
あ 
り 
た 
い 、 

を 
ベ 
ー 

ス 
と 
し 
て 

近 
年 、 
「 

強 
度 
行 
動 
障 
害 
」 

が 
話 
題 
に 
な 
っ 

て 
い 
ま 
す 。 

自 
傷 、 

つ 
ま 
り 
自 
分 
で 
自 
分 
を 

叩 
く 
で 
あ 
る 
と 
か 、 

お 
友 
達 
を 
叩 
い 
た 
り 
噛 

み 
つ 
い 
た 
り 
す 
る 、 

あ 
る 
い 
は 
物 
を 
壊 
す 
と 

い 
っ 
た 
行 
動 
が 
見 
ら 
れ 
る 
わ 
け 
で 
す 
が 、 

本 

人 
は 
「 

苦 
し 
い 
よ 
」 

と 
い 
う 
こ 
と 
を 
行 
動 
で 

訴 
え 
て 
い 
る 
の 
で 
す 。 

し 
か 
し 、 

大 
抵 
そ 
う 

い 
っ 
た 
訴 
え 
で 
あ 
る 
と 
は 
気 
づ 
い 
て 
も 
ら 
え 

ま 
せ 
ん 。 

行 
動 
と 
障 
害 
の 
因 
果 
関 
係 
を 
分 
析 

し 
て 
行 
動 
分 
析 
を 
行 
い 、 

困 
っ 
た 
行 
動 
を 
解 

消 
す 
る 
た 
め 
に 
対 
応 
策 
を 
模 
索 
す 
る 
と 
い 
う 

作 
業 
が 
行 
わ 
れ 
ま 
す 
が 、 

心 
の 
叫 
び 
に 
気 
づ 

か 
ず 
し 
て 、 

そ 
れ 
だ 
け 
で 
行 
動 
改 
善 
に 
向 
け 

た 
日 
々 
を 
重 
ね 
る 
と 
い 
う 
の 
は 、 

継 
続 
で 
き 

な 
い 
だ 
ろ 
う 
と 
捉 
え 
て 
い 
ま 
す 。 

ま 
ず 、 

ど 

の 
子 
も 
人 
な 
ん 
だ 
よ 、 

ハ 
ッ 
ピ 
ー 

で 
あ 
り 
た 

い 
ん 
だ 
よ 、 

と 
い 
う 
こ 
と 
を 
共 
通 
項 
に 
位 
置 

づ 
け 
て 、 

行 
動 
分 
析 
を 
理 
解 
と 
し 
て 
使 
い 
な 

が 
ら 
進 
め 
て 
い 
く 
こ 
と 
が 
大 
切 
で 
は 
な 
い 
で 

し 
ょ 
う 
か 。 

い 
ま 、 

行 
動 
障 
害 
の 
人 
た 
ち 
に 
向 
け 
て 
の 

ス 
ポ 
ッ 
ト 
と 
い 
う 
の 
は 、 

か 
な 
り 
意 
識 
を 
し 

て 
施 
策 
的 
に 
も 
進 
ん 
で 
き 
ま 
し 
た 。 

糸 
賀 
先 

生 
が 
今 
お 
ら 
れ 
た 
ら 、 

ど 
こ 
が 
足 
ら 
な 
い 
よ 

と 
お 
っ 
し 
ゃ 
る 
か 
な 、 

と 
い 
う 
こ 
と 
も 
考 
え 

な 
が 
ら 
歩 
ん 
で 
い 
ま 
す 。 

施 
策 
が 
進 
ん 
だ 
か 

ら 
み 
ん 
な 
が 
幸 
せ 
に 
な 
る 
よ 、 

と 
い 
う 
こ 
と 

で 
は 
な 
い 
の 
で 
す 。 

施 
策 
は 
必 
要 
要 
件 
で 
す 

が 、 

充 
分 
要 
件 
で 
は 
あ 
り 
ま 
せ 
ん 。 

そ 
こ 
に 

人 
の 
介 
在 
が 
あ 
り 、 

介 
在 
す 
る 
人 
が 
し 
っ 
か 

り 
と 
し 
た 
思 
想 
を 
持 
つ 。 

そ 
こ 
で 
初 
め 
て 
実 

る 
福 
祉 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 
考 
え 
て 、 

私 
も 
し 
っ 

か 
り 
歩 
ん 
で 
い 
き 
た 
い 
と 
思 
い 
ま 
す 。 
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施 
策 
は 
必 
要 
要 
件 。 

充 
分 
要 
件 
と 
な 
る 
の 
は 、 

介 
在 
す 
る 
人 
で 
あ 
り 、 

介 
在 
す 
る 
人 
の 

確 
固 
た 
る 
思 
想 
で 
あ 
る 
― 

― 

飯 
田 
　 
雅 
子 
氏 

飯田　雅子 氏 
糸賀一雄記念賞第１回受賞者 （ 神奈川県 ） 
財団法人 鉄道弘済会 総合福 祉 セ ン タ ー 「 弘斉学 園 」 園長 
1959年、 日向弘斉学園 （ 現在の弘斉学園 ） に児 
童指導員として勤務 。 知的障害施設における指 
導の一貫性を重視し 、 療育体制の整備発展に尽 
力 。 独自の手法による母子訓練制度の導入で 、 
早期母子援助論を深化させるなどの実績を持つ 。 
今後大きく期待される活動の一つに 、 「 自閉症の 
療育援助理論の体系化 」 がある 。 

▲会場では 、 三浦了氏の執筆により制作 
された 『 糸賀一雄　人と仕事 』が参加者 
全員に配布されました 。 

、 、 



先 
進 
的 
な 
思 
想 
と 
社 
会 
的 
な 
支 
援 
が 、 

障 
害 
者 
の 
社 
会 
を 
変 
え 
る 

私 
自 
身 、 

耳 
の 
聞 
こ 
え 
な 
い 
障 
害 
者 
で 
あ 

り 、 

い 
ま 
福 
祉 
関 
係 
の 
事 
業 
に 
携 
わ 
っ 
て 
い 

る 
の 
は 、 

こ 
の 
道 
を 
歩 
く 
こ 
と 
だ 
け 
が 
私 
の 

生 
き 
る 
道 
で 
あ 
っ 
た 
と 
い 
う 
こ 
と 
が 
で 
き 
ま 

す 。 

糸 
賀 
先 
生 
は 
障 
害 
を 
お 
持 
ち 
で 
は 
な 
か 

っ 
た 
け 
れ 
ど 
も 、 

生 
涯 
を 
障 
害 
者 
の 
福 
祉 
に 

捧 
げ 
ら 
れ 
ま 
し 
た 。 

そ 
の 
こ 
と 
に 
私 
は 
大 
変 

感 
動 
を 
覚 
え 
ま 
す 。 

糸 
賀 
先 
生 
は 、 

障 
害 
に 
つ 
い 
て 
人 
間 
と 
し 

て 
の 
価 
値 、 

ま 
た 
権 
利 
を 
発 
見 
さ 
れ 
ま 
し 
た 。 

そ 
し 
て 
次 
に 、 

障 
害 
児 
を 
見 
る 
と 
き 、 

科 
学 

的 、 

実 
証 
的 
に 
研 
究 
・ 
調 
査 
を 
す 
る 
と 
い 
う 

姿 
勢 
を 
も 
た 
れ 
ま 
し 
た 。 

た 
だ 
援 
助 
を 
す 
る 

だ 
け 
で 
な 
く 、 

障 
害 
の 
原 
因 
と 
苦 
し 
み 
や 
困 

難 
が 
ど 
こ 
に 
あ 
る 
か 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 
調 
べ 
た 

上 
で 、 

改 
善 
を 
進 
め 
ら 
れ 
た 
と 
い 
う 
こ 
と 
に 

な 
る 
と 
思 
い 
ま 
す 
が 、 

糸 
賀 
先 
生 
の 
よ 
う 
な 

先 
進 
的 
な 
思 
想 
と 、 

社 
会 
的 
な 
支 
援 
が 
あ 
っ 

て 
初 
め 
て 、 

私 
た 
ち 
の 
社 
会 
は 
進 
歩 
し 
て 
い 

く 
も 
の 
で 
は 
な 
い 
か 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

音 
声 
の 
日 
本 
語 
が 
言 
語 
で 
あ 
る 
と 

同 
時 
に 、 
手 
話 
も 
ま 
た 
言 
語 
で 
あ 
る 

耳 
が 
聞 
こ 
え 
な 
い 
困 
難 
を 
説 
明 
す 
る 
の 
は 

難 
し 
い 
の 
で 
す 
が 、 

皆 
さ 
ん 
が 
も 
し 
外 
国 
に 

行 
か 
れ 
て 、 

言 
葉 
が 
通 
じ 
な 
い 
人 
々 
に 
囲 
ま 

れ 
て 
暮 
ら 
す 
と 
し 
た 
ら 、 

そ 
れ 
が 
ど 
ん 
な 
に 

し 
ん 
ど 
い 
か 、 

心 
細 
い 
か 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 
想 

像 
し 
て 
い 
た 
だ 
く 
と 、 

そ 
れ 
が 
聾 
唖 
者 
の 
日 

常 
で 
あ 
る 
こ 
と 
を 
理 
解 
し 
て 
も 
ら 
え 
る 
か 
と 

思 
い 
ま 
す 。 

私 
た 
ち 
聾 
唖 
者 
の 
仲 
間 
は 、 

手 
話 
と 
い 
う 

コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
手 
段 
を 
通 
じ 
て 
人 
間 

関 
係 
を 
築 
く 
こ 
と 
が 
で 
き 
ま 
す 
が 、 

健 
聴 
者 

の 
社 
会 、 

音 
声 
語 
の 
社 
会 
は 、 

コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 

ー 

シ 
ョ 
ン 
手 
段 
を 
な 
か 
な 
か 
変 
え 
る 
こ 
と 

が 
で 
き 
ま 
せ 
ん 。 

そ 
れ 
は 
同 
時 
に 、 

聾 
唖 

者 
と 
健 
聴 
者 
の 
人 
間 
関 
係 
が 
築 
け 
な 
い 
こ 

と 
を 
意 
味 
し 、 

そ 
れ 
が 
結 
果 
的 
に 
聴 
覚 
障 

害 
者 
に 
対 
す 
る 
差 
別 、 

あ 
る 
い 
は 
阻 
害 
と 

な 
っ 
て 
現 
れ 
る 
の 
で 
す 。 

誰 
の 
責 
任 
と 
い 

う 
こ 
と 
で 
は 
な 
く 、 

お 
互 
い 
に 
理 
解 
し 
あ 

え 
な 
い 
と 
い 
う 
現 
実 
が 
あ 
る 
の 
で 
す 。 

私 
た 
ち 
の 
間 
で 
も 
手 
話 
で 
完 
全 
に 
コ 
ミ 

ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
が 
で 
き 
る 
わ 
け 
で 
は 
あ 

り 
ま 
せ 
ん 。 

戦 
後 、 

日 
本 
の 
聾 
唖 
者 
同 
士 

の 
全 
国 
的 
な 
交 
流 
が 
始 
ま 
り 、 

地 
域 
に 
よ 

っ 
て 
手 
話 
が 
違 
う 
と 
い 
う 
こ 
と 

が 
わ 
か 
っ 
て 
き 
ま 
し 
た 。 

そ 
こ 

で 
私 
た 
ち 
は 、 

全 
国 
的 
な 
標 
準 

の 
手 
話 
を 
つ 
く 
ろ 
う 
と 
い 
う 
こ 

と 
で 、 

昭 
和 
四 
十 
四 
年 
に 
初 
め 

て 
『 

私 
た 
ち 
の 
手 
話 
』 

と 
い 
う 

本 
を 
出 
版 
し 、 

こ 
れ 
ま 
で 
『 

私 

た 
ち 
の 
手 
話 
』 

十 
巻 
と 
『 

新 
し 

い 
手 
話 
』 

五 、 

六 
巻 
を 
出 
版 
し 

て 
き 
ま 
し 
た 。 

次 
に 、 

手 
話 
と 

日 
本 
語 、 

音 
声 
言 
語 
の 
意 
味 
の 

関 
係 
付 
け 
を 
は 
か 
っ 
た 
『 

日 
本 

語 
― 

手 
話 
辞 
典 
』 

と 
い 
う 
も 
の 
を 
出 
版 
し 
ま 

し 
た 。 

こ 
の 
辞 
典 
は 
新 
村 
出 
版 
よ 
り 
出 
版 
さ 

れ 、 

広 
辞 
苑 
を 
最 
初 
に 
編 
纂 
さ 
れ 
た 
新 
村 
出 

（ 

し 
ん 
む 
ら 
・ 
い 
ず 
る 
） 

先 
生 
の 
賞 
を 
受 
賞 
し 

ま 
し 
た 。 

そ 
の 
こ 
と 
で 
私 
た 
ち 
は 
音 
声 
の 
日 

本 
語 
が 
言 
語 
で 
あ 
る 
と 
同 
時 
に 、 

手 
話 
も 
言 

語 
で 
あ 
る 、 

こ 
れ 
で 
双 
方 
に 
関 
連 
す 
る 
コ 
ミ 

ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
が 
で 
き 
る 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 

確 
認 
し 
た 
わ 
け 
で 
す 。 

そ 
し 
て 、 

辞 
典 
の 
出 

版 
と 
同 
じ 
頃 
に 
手 
話 
サ 
ー 

ク 
ル 
が 
生 
ま 
れ 、 

自 
ら 
手 
話 
を 
学 
ぼ 
う 
と 
い 
う 
健 
聴 
者 
た 
ち 
を 

核 
に 
し 
て 、 

聾 
唖 
者 
と 
健 
聴 
者 
の 
相 
互 
の 
コ 

ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
や 
人 
間 
関 
係 
が 
確 
立 
さ 

れ 
て 
き 
た 
よ 
う 
に 
思 
い 
ま 
す 。 

す 
べ 
て 
の 
発 
展 
途 
上 
国 
の 
問 
題 
を 、 

障 
害 
者 
の 
問 
題 
を 
通 
し 
て 
支 
援 

聾 
唖 
者 
と 
健 
聴 
者 
が 
阻 
害 
さ 
れ 
て 
き 
た 
こ 

と 
は 、 

お 
互 
い 
が 
望 
ん 
だ 
わ 
け 
で 
は 
な 
く 、 

コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
が 
確 
立 
で 
き 
な 
か 
っ 

た 
こ 
と 
に 
原 
因 
が 
あ 
る 
と 
思 
い 
ま 
す 。 

一 
九 
八 
〇 
年 
の 
こ 
と 
で 
す 
が 、 

世 
界 
保 
健 

機 
関 
（ 

Ｗ 
Ｈ 
Ｏ 
） 

が 、 

国 
際 
障 
害 
分 
類 
と 
い 

っ 
た 
も 
の 
を 
発 
表 
し 
ま 
し 
た 。 

国 
際 
障 
害 
分 

類 
で 
は 、 

障 
害 
と 
は 
身 
体 
的 
に 
ど 
こ 
か 
の 
器 

官 
が 
損 
傷 
し 
て 
い 
る 
と 
い 
う 
問 
題 
だ 
け 
で 
は 

な 
く 、 

そ 
れ 
に 
よ 
っ 
て 
能 
力 
障 
害 
が 
あ 
り 、 

ま 
た 
そ 
の 
上 
に 
社 
会 
的 
な 
不 
利 
益 
が 
重 
な 
る 

こ 
と 。 

こ 
の 
三 
つ 
の 
関 
連 
関 
係 
を 
明 
ら 
か 
に 

し 
ま 
し 
た 。 

こ 
れ 
は 、 

そ 
れ 
ま 
で 
の 
私 
た 
ち 

の 
社 
会 
に 
対 
す 
る 
働 
き 
か 
け 
が 
正 
し 
か 
っ 
た 

こ 
と 
を 
証 
明 
す 
る 
も 
の 
で 
は 
な 
か 
っ 
た 
か 
と 

思 
い 
ま 
す 。 

私 
た 
ち 
日 
本 
の 
聾 
唖 
者 
に 
と 
っ 
て 、 

社 
会 
は 

ず 
い 
ぶ 
ん 
住 
み 
や 
す 
い 
も 
の 
に 
な 
っ 
て 
き 
ま 
し 

た 。 

し 
か 
し 、 

ア 
ジ 
ア 
の 
実 
状 
は 
大 
変 
惨 
た 
ん 

た 
る 
も 
の 
が 
あ 
り 
ま 
す 。 

イ 
ン 
ド 
ネ 
シ 
ア 、 

フ 

ィ 
リ 
ピ 
ン 、 

ど 
こ 
へ 
行 
っ 
て 
も 
聾 
唖 
者 
は 
孤 
立 

を 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

健 
聴 
者 
と 
の 
架 
け 
橋 
も 
な 
く 

仕 
事 
も 
な 
く 、 

暮 
ら 
し 
は 
困 
難 
で 
す 。 

私 
た 
ち 

は 
そ 
う 
い 
っ 
た 
ア 
ジ 
ア 
の 
問 
題 、 

ま 
た 
ア 
ジ 
ア 

だ 
け 
で 
な 
く 
す 
べ 
て 
の 
発 
展 
途 
上 
国 
の 
問 
題 
を 、 

障 
害 
者 
の 
問 
題 
を 
通 
し 
て 
支 
援 
し 
て 
い 
く 
方 
針 

で 
す 。 

そ 
し 
て 
地 
球 
全 
体 
を 
住 
み 
よ 
く 
し 
て 
い 

き 
た 
い 
思 
っ 
て 
い 
ま 
す 。 

そ 
う 
す 
る 
こ 
と 
が 
糸 

賀 
先 
生 
の 
教 
え 
に 
沿 
う 
こ 
と 
で 
は 
な 
い 
か 
な 
と 

思 
い 
ま 
す 。 
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高田　英一 氏 
糸賀一雄記念賞第４回受賞者 （ 京都府 ） 
社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会 理事長 
36年にわたり 、 全日本聾唖連盟役員として聴覚 
障害者の人権擁護および福祉の向上に尽力 。 運転 
免許取得や民法 11条の改正に取り組み 、 その組織 
強化や人材養成に努める 。 今後は国内における活 
動はもとより 、 アジア・太平洋地域での聴覚障害 
者団体への援助を強化し 、 未設置地域における組 
織創立を援助する方針 。 

▼シンポジウムの内容は同時通訳され 、 外国 
籍の受賞者らも熱心に聴き入っていました 。 
（ ジュディ・アン・ウイ氏 （ 左 ）とヴィーナ 
ス・Ｍ・イラガン氏 ） 

聴 
覚 
障 
害 
者 
の 
問 
題 
は 、 

聞 
こ 
え 
な 
い 
こ 
と 
で 
は 
な 
く 、 

社 
会 
的 
な 
問 
題 
で 
あ 
り 、 

社 
会 
を 
変 
え 
る 
こ 
と 
で 、 

健 
聴 
者 
と 
の 
平 
等 
が 
実 
現 
す 
る 
― 

― 

高 
田 
　 
英 
一 
氏 



自 
閉 
症 
と 
は 
何 
か 
？ 
そ 
こ 
か 
ら 
始 
ま 
っ 
た 

「 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
」 と 
の 
出 
会 
い 

私 
が 
一 
九 
七 
一 
年 
か 
ら 
七 
六 
年 
ま 
で 、 

国 
立 
秩 
父 

学 
園 
と 
い 
う 
知 
的 
障 
害 
者 
の 
人 
た 
ち 
の 
施 
設 
に 
勤 
め 

る 
最 
中 、 

厚 
生 
省 
に 
当 
時 
の 
言 
葉 
で 
言 
う 
異 
常 
行 
動 

研 
究 
班 
と 
い 
う 
班 
会 
議 
が 
形 
成 
さ 
れ 
ま 
し 
た 。 

発 
達 

障 
害 
の 
子 
ど 
も 
た 
ち 
に 
ど 
の 
よ 
う 
な 
異 
常 
行 
動 、 

今 

日 
で 
言 
う 
不 
適 
応 
行 
動 
が 
あ 
り 、 

そ 
れ 
に 
ど 
う 
対 
応 

し 
て 
ど 
の 
よ 
う 
な 
成 
果 
を 
挙 
げ 
て 
い 
る 
か 、 

ま 
た 
は 

成 
果 
を 
挙 
げ 
ら 
れ 
ず 
に 
苦 
慮 
し 
て 
い 
る 
か 
を 
研 
究 
す 

る 
会 
議 
で 
す 。 

そ 
こ 
で 
秩 
父 
学 
園 
か 
ら 
五 
人 
の 
代 
表 

的 
な 
例 、 

困 
難 
な 
人 
に 
つ 
い 
て 
報 
告 
せ 
よ 
と 
い 
う 
義 

務 
が 
与 
え 
ら 
れ 
ま 
し 
た 。 

当 
時 、 

秩 
父 
学 
園 
で 
私 
は 

百 
十 
二 
人 
の 
人 
と 
接 
し 
て 
い 
た 
の 
で 
す 
が 、 

施 
設 
の 

職 
員 
と 
相 
談 
し 
て 、 

最 
も 
困 
難 
な 
五 
人 
を 
結 
論 
づ 
け 

た 
と 
こ 
ろ 、 

五 
人 
す 
べ 
て 
が 
自 
閉 
症 
だ 
と 
い 
う 
こ 
と 

が 
わ 
か 
り 、 

が 
く 
然 
と 
し 
ま 
し 
た 。 

百 
十 
二 
人 
の 
中 

で 、 

自 
閉 
症 
の 
人 
は 
わ 
ず 
か 
十 
二 
人 
で 
あ 
り 、 

そ 
の 

中 
の 
五 
人 
が 
該 
当 
し 
た 
の 
で 
す 。 

そ 
の 
と 
き 
か 
ら 、 

自 
閉 
症 
と 
い 
う 
の 
は 
何 
だ 
ろ 
う 
と 
考 
え 
始 
め 
ま 
し 
た 。 

一 
九 
八 
二 
年 、 

私 
は 
ノ 
ー 

ス 
カ 
ロ 
ラ 
イ 
ナ 
州 
に 
あ 

る 
ノ 
ー 
ス 
カ 
ロ 
ラ 
イ 
ナ 
大 
学 
が 、 
「 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 

プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
」 

と 
い 
う 
自 
閉 
症 
の 
非 
常 
に 
優 
れ 
た 
プ 

ロ 
グ 
ラ 
ム 
を 
実 
践 
し 
て 
い 
る 
と 
い 
う 
こ 
と 
を 
論 
文 
で 

読 
み 、 

同 
大 
学 
を 
訪 
れ 
ま 
し 
た 。 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
と 

は 
「 

自 
閉 
症 
お 
よ 
び 
関 
連 
領 
域 
の 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 

ョ 
ン 
障 
害 
を 
持 
っ 
た 
人 
た 
ち 
へ 
の 
治 
療 
と 
教 
育 
」 

と 

い 
う 
長 
い 
英 
語 
の 
頭 
文 
字 
を 
取 
っ 
た 
も 
の 
で 
す 
が 、 

訪 
れ 
て 
み 
て 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
の 
凄 
さ 
に 
驚 
き 
ま 
し 
た 。 

こ 
こ 
で 
実 
践 
さ 
れ 
て 
い 
る 
こ 
と 
は 、 

私 
た 
ち 
が 
や 
っ 

て 
い 
る 
こ 
と 
と 
は 
隔 
世 
の 
感 
が 
あ 
り 、 

す 
で 
に 
多 
く 

の 
成 
果 
を 
挙 
げ 
て 
い 
ま 
し 
た 。 

自 
閉 
症 
の 
人 
が 
地 
域 

社 
会 
で 
穏 
や 
か 
に 、 

平 
和 
に 
生 
活 
し 
て 
い 
る 
姿 
を 
見 

て 、 

こ 
の 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
を 
日 
本 
に 
紹 
介 
し 
た 
い 
と 
強 

く 
思 
い 、 

そ 
れ 
以 
来 、 

ノ 
ー 

ス 
カ 
ロ 
ナ 
イ 
ナ 
州 
か 
ら 

関 
係 
者 
を 
招 
い 
て 、 

国 
内 
で 
自 
閉 
症 
の 
人 
の 
療 
育 
に 

あ 
た 
る 
人 
た 
ち 
の 
訓 
練 
セ 
ミ 
ナ 
ー 

を 
実 
施 
し 
た 
り 、 

現 
地 
の 
あ 
り 
の 
ま 
ま 
の 
様 
子 
を 
た 
く 
さ 
ん 
映 
像 
に 
お 

さ 
め 、 

日 
本 
語 
版 
と 
英 
語 
版 
の 
ビ 
デ 
オ 
を 
つ 
く 
る 
な 

ど 
し 
て 
き 
ま 
し 
た 。 

自 
閉 
症 
の 
人 
た 
ち 
の 
文 
化 
を 
尊 
重 
す 
る 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
の 
姿 
勢 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
は 、 

自 
閉 
症 
を 
と 
て 

も 
見 
事 
に 
理 
解 
し 
て 
い 
る 
た 
め 
成 
功 
し 
た 
プ 
ロ 
グ 
ラ 

ム 
で 
す 。 

プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
の 
創 
設 
者 
エ 
リ 
ッ 
ク 
・ 
シ 
ョ 

プ 
ラ 
ー 

教 
授 
は 、 

最 
初 
に 
出 
会 
っ 
た 
と 
き 、 

こ 
う 
言 

わ 
れ 
ま 
し 
た 。 
「 

自 
閉 
症 
の 
人 
に 、 

私 
た 
ち 
の 
つ 
く 

っ 
て 
い 
る 
環 
境 
や 
文 
化 
の 
さ 
ま 
ざ 
ま 
な 
美 
し 
い 
意 
味 

を 
伝 
え 
た 
い 
の 
で 
す 
」 。 

そ 
し 
て 、 
「 

自 
閉 
症 
の 
人 
た 

ち 
の 
文 
化 
を 
尊 
重 
し 
た 
い 
」 

と 
い 
う 
こ 
と 
を 
繰 
り 
返 

し 
言 
わ 
れ 
ま 
し 
た 。 

こ 
の 
こ 
と 
を 
私 
は 、 

糸 
賀 
先 
生 

の 
「 

こ 
の 
子 
ら 
を 
世 
の 
光 
に 
」 

と 
い 
う 
思 
想 
と 、 

非 

常 
に 
大 
き 
な 
共 
通 
点 
が 
あ 
る 
よ 
う 
に 
思 
い 
ま 
す 。 

自 
閉 
症 
の 
人 
た 
ち 
が 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
障 
害 

と 
言 
わ 
れ 
る 
の 
は 、 

よ 
く 
知 
ら 
れ 
た 
こ 
と 
で 
す 
が 、 

彼 
ら 
は 
自 
閉 
症 
の 
人 
た 
ち 
と 、 

ど 
の 
よ 
う 
に 
す 
れ 
ば 

意 
味 
の 
あ 
る 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 

シ 
ョ 
ン 
が 
で 
き 
る 
か 、 

深 
い 
意 
味 
を 
共 
有 
し 
あ 
え 
る 
か 
と 
い 
う 
と 
こ 
ろ 
を 
非 

常 
に 
大 
切 
に 
し 
ま 
す 。 

自 
閉 
症 
に 
つ 
い 
て 
詳 
し 
く 
は 

省 
略 
し 
ま 
す 
が 、 

自 
閉 
症 
の 
大 
き 
な 
特 
性 
は 、 

具 
体 

的 
な 
も 
の 
に 
意 
味 
や 
概 
念 
を 
構 
成 
す 
る 
こ 
と 
が 
で 
き 

る 。 

言 
い 
換 
え 
れ 
ば 、 

想 
像 
力 
や 
イ 
マ 
ジ 
ネ 
ー 

シ 
ョ 

ン 
を 
働 
か 
さ 
な 
け 
れ 
ば 
な 
ら 
な 
い 
も 
の 
は 、 

意 
味 
や 

概 
念 
に 
な 
ら 
な 
い 
と 
い 
う 
こ 
と 
で 
す 。 

例 
と 
し 
て 、 

一 
つ 
の 
部 
屋 
な 
り 
場 
所 
を 
多 
目 
的 
に 
使 
っ 
た 
だ 
け 
で 、 

自 
閉 
症 
の 
人 
た 
ち 
に 
は 
場 
所 
の 
意 
味 
が 
失 
わ 
れ 
る 
こ 

と 
に 
な 
り 、 

混 
乱 
が 
生 
じ 
ま 
す 。 

当 
時 
私 
た 
ち 
は 、 

一 
つ 
の 
教 
室 
を 
勉 
強 
の 
場 、 
休 
み 
時 
間 
を 
過 
ご 
す 
場 、 

時 
に 
は 
お 
弁 
当 
を 
食 
べ 
る 
場 
に 
も 
使 
っ 
て 
い 
ま 
し 
た 。 

そ 
の 
た 
び 
に 
自 
閉 
症 
の 
人 
が 
ど 
れ 
く 
ら 
い 
混 
乱 
し 
て 

い 
た 
か 
と 
い 
う 
こ 
と 
に 
気 
づ 
き 
も 
し 
ま 
せ 
ん 
で 
し 
た 。 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
か 
ら 
す 
れ 
ば 
さ 
さ 
い 
な 

こ 
と 
で 
す 
が 、 

こ 
う 
い 
う 
こ 
と 
を 
彼 
ら 
は 
非 
常 
に 
よ 

く 
知 
っ 
て 
い 
ま 
し 
た 。 

二 
十 
年 
の 
成 
果 
の 
カ 
タ 
チ 
「 

自 
閉 
症 
カ 
ン 

フ 
ァ 
ラ 
ン 
ス 
Ｎ 
Ｉ 
Ｐ 
Ｐ 
Ｏ 
Ｎ 
」 を 
開 
催 

私 
た 
ち 
は 
今 
日 
に 
な 
っ 
て 
や 
っ 
と 
自 
閉 
症 
の 
人 
の 

バ 
リ 
ア 
フ 
リ 
ー 

を 、 

か 
な 
り 
可 
能 
に 
す 
る 
方 
法 
を 
教 

え 
ら 
れ 
ま 
し 
た 。 

Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
は 
そ 
の 
方 
法 
を 

「 

構 
造 
化 、 

ス 
ト 
ラ 
ク 
チ 
ャ 
リ 
ン 
グ 
」 

と 
い 
う 
言 
葉 
を 

使 
っ 
て 
説 
明 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

環 
境 
の 
構 
造 
を 
自 
閉 
症 

の 
人 
に 
わ 
か 
る 
よ 
う 
に 、 

応 
用 
し 
や 
す 
く 
す 
る 
よ 
う 

に 
変 
え 
る 
と 
い 
う 
こ 
と 
で 
す 
。 

た 
と 
え 
ば 、 

車 
椅 
子 
生 
活 
を 
す 

る 
人 
の 
た 
め 
に 
段 
差 
を 
な 
く 
し 

て 
ス 
ロ 
ー 

プ 
を 
つ 
く 
る 。 

こ 
れ 

は 
物 
理 
的 
な 
構 
造 
化 
で 
す 。 

耳 

の 
不 
自 
由 
な 
人 
の 
た 
め 
に 
手 
話 

通 
訳 
を 
入 
れ 
る 。 

こ 
れ 
も 
特 
別 

な 
構 
造 
化 
で 
す 。 

そ 
う 
い 
う 
ア 

イ 
デ 
ア 
を 、 

自 
閉 
症 
の 
人 
に 
は 

ど 
う 
の 
よ 
う 
に 
す 
べ 
き 
か 、 
私 
た 

ち 
と 
の 
間 
に 
あ 
る 
バ 
リ 
ア 
が 
少 
し 

で 
も 
小 
さ 
く 
な 
る 
か 、 
と 
い 
う 
こ 

と 
を 
と 
て 
も 
熱 
心 
に 
彼 
ら 
は 
考 
え 、 
実 
践 
し 
て 
い 
ま 

し 
た 。 こ 

う 
い 
っ 
た 
こ 
と 
の 
我 
が 
国 
へ 
の 
普 
及 
を 、 

私 
な 

り 
に 
一 
生 
懸 
命 
や 
っ 
て 
き 
て 、 

そ 
の 
小 
さ 
な 
到 
達 
点 

と 
し 
て 、 

今 
年 
九 
月 
に 、 

一 
九 
八 
二 
年 
の 
初 
訪 
問 
か 

ら 
二 
十 
年 
を 
記 
念 
し 
て 
「 

自 
閉 
症 
カ 
ン 
フ 
ァ 
ラ 
ン 
ス 

Ｎ 
Ｉ 
Ｐ 
Ｐ 
Ｏ 
Ｎ 
」 と 
い 
う 
交 
流 
会 
を 
実 
施 
し 
ま 
し 
た 。 

日 
本 
各 
地 
で 
Ｔ 
Ｅ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｈ 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 
を 
実 
践 
し 

て 
い 
る 
人 
々 
が 
一 
同 
に 
集 
ま 
り 、 

そ 
し 
て 、 

二 
十 
年 

の 
成 
果 
の 
報 
告 
を 
兼 
ね 
て 
シ 
ョ 
プ 
ラ 
ー 

教 
授 
を 
お 
招 

き 
し 
ま 
し 
た 。 

今 
後 
は 
ほ 
ぼ 
毎 
年 、 

次 
回 
か 
ら 
は 
自 

閉 
症 
カ 
ン 
フ 
ァ 
ラ 
ン 
ス 
イ 
ン 
タ 
ー 

ナ 
シ 
ョ 
ナ 
ル 
と 
し 

て 
実 
施 
さ 
れ 
る 
予 
定 
で 
す 。 

今 、 

私 
は 
大 
学 
に 
勤 
め 
な 
が 
ら 、 

本 
格 
的 
な 
自 
閉 

症 
の 
専 
門 
家 
を 
め 
ざ 
す 
人 
の 
た 
め 
の 
ナ 
イ 
ト 
ス 
ク 
ー 

ル 
を 
オ 
ー 

プ 
ン 
し 
て 
い 
ま 
す 。 

偶 
然 
に 
も 
現 
在 、 

厚 

生 
労 
働 
省 
は 
日 
本 
の 
各 
地 
に 
自 
閉 
症 
セ 
ン 
タ 
ー 

を 
開 

設 、 

ま 
た 
は 
開 
設 
予 
定 
し 
て 
お 
り 、 

ま 
た 
文 
部 
科 
学 

省 
で 
は 、 

大 
学 
院 
の 
制 
度 
に 
新 
た 
な 
ア 
イ 
デ 
ア 
と 
し 

て 、 

専 
門 
職 
大 
学 
院 
の 
コ 
ー 

ス 
を 
つ 
く 
ろ 
う 
と 
計 
画 

中 
で 
あ 
る 
こ 
と 
も 
聞 
い 
て 
い 
ま 
す 。 

プ 
ロ 
フ 
ェ 
ッ 
シ 
ョ 

ナ 
ル 
な 
ワ 
ー 

カ 
ー （ 

専 
門 
職 
員 
） を 
育 
て 
る 
場 
で 
あ 
り 、 

私 
た 
ち 
が 
取 
り 
組 
ん 
で 
い 
る 
ナ 
イ 
ト 
ス 
ク 
ー 

ル 
が 、 
そ 

の 
た 
め 
の 
基 
盤 
に 
な 
れ 
ば 
と 
い 
う 
思 
い 
で 
い 
ま 
す 。 
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佐々木　正美 氏 
糸賀一雄記念賞第５回受賞者 （ 東京都 ） 
川崎医療福祉大学医療福祉学部医療福祉学科 
学科長・教授 
1966年に精神科医としてスタートを切る 。 自閉 
症ＴＥＡＣＣＨプログラムの我が国への紹介は 、 
画期的な出来事として高く評価されている 。 今後 
は ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ大学精神 科 Ｔ Ｅ Ａ Ｃ Ｃ Ｈ 部臨床教 
授 と し て同プ ロ グ ラ ムの更 な る 普及に努 め る ほ か 、 
川崎医療福祉大学で療育援助の専門化の育成に 力 
を注 ぐ 。 

テ 

ィ 

ー 
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と 
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な 
共 
通 
点 
が 
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佐 
々 
木 
正 
美 
氏 
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▲ ESCAP事務局長を務めるキム・ハクス氏 （ 韓国 ）も 
参加し 、 受賞者らと意見を交換しました 。 

▲ ともに第５回受賞者の佐々木正美氏 （ 右 ） とイラガ 
ン氏は 、 久しぶりの再会に感激 。 イラガン氏はジャ 
ーナリストから福祉の分野に転身した異色の経歴の 
持ち主です 。 

▲ フィン・ヴァン・カム氏を囲んでハイ！ポーズ 。 レ 
セプションにはベトナムの民族衣装アオザイで参加 
する女性が多く見られ 、 会場に華を添えました 。 

第５回受賞者 
ヴィーナス・Ｍ・イラガン 氏（ フィリピン ） 
フィリピン国際障害者連盟会長を務めるイラガン氏は 、 「 障害をもつ人 
たちが 、 デメリットという見方ではなく 、 地域社会にメリットをもたら 
す存在として見られるようにしていきたい 。 障害を持つ子どもたちにも 
すべてのチャンスが与えられるべきで 、 可能性を持った人になってほし 
い。 」と、 言葉を寄せました 。 

第４回受賞者 
ジュディ・アン・ウイ 氏（ シンガポール ） 
シンガポール障害者福祉協会会長であるジュディ氏は 、 「 我々は障害の 
ある人たちが光になるべし 、 と彼らの自立を助けなければならない 。そ 
のためにも計画が必要で 、それを実行に移すことで人々の可能性を引き 
上げていくことができるはず 。 」 と語りました 。 
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レセプ シ ョ ン 
レポ ー ト 

シンポジウム終了後に開催されたレセプションでは 、 第６回糸 

賀一雄記念賞の受賞者をはじめ 、 過去第１回から第５回までの受 

賞者が一堂に会しました 。 

互いが自由に意見を交わし 、 エールを交歓する中 、 海外から駆 

けつけたこれまでの受賞者らは 、 自身の近況と 、 今回の糸賀一雄 

記念賞を期に 、 思いを新たに今後の目標や自身の活動方針につい 

てメッセージを寄せました 。 

▲ あいさつに立たれた山田新二副知事は 「 糸賀一 
雄氏の功績をはじめとする先進的な福祉への取 
り組みが評価され 、 今回滋賀県において国連Ｅ 
ＳＣＡＰの国際会議が開催されたことは非常に 
名誉なこと 。 」 と述べられました 。 

▼ 今回受賞のマカナワイ氏は 、 友人である日本人スタッフ 
とともに 、 フィジーの歌を披露！ 

 今回受賞の中西由起子氏を囲んで 、 第４回受賞者のジュデ 
イ・アン・ウイ氏と高田英一氏 。 お話にも熱が入ります 。 

R e c e p t i o n R e p o r t

第３回受賞者 
ス ーゲ ン グ ・ ス ーパ リ 氏 （イ ン ドネ シア） 
リハビリテーション・インターナショナル インドネシア国内事務局長として活 
躍するスーパリ氏は 、 「 今日はいろいろな話を聞き 、 専門的なことを学ぶ大切さ 
を改めて感じました 。 先進国と途上国ではギャップがありますが 、 今日のように 
域内の国々が集まり交流することで 、 その問題の改善も可能になるはず 。 」 と述 
べました 。 

第２回受賞者 
曽　文雄 氏（ 台湾 ） 
台湾盲人重建院院長である曽氏は 、 「 事業に携わって 47年、 いろいろな 
壁にぶつかり 、 そしていろいろな経験を得ました 。 一年ごとにぼやぼや 
過ごすことはできないという思いを強くしていますが 、 糸賀一雄先生の 
功績を後世に伝えるためにも 、 何か記念館のような施設があれば 、 そし 
てできれば糸賀先生の銅像を我々の力でつくりたいというのが 、私の夢 
です 。 」 と語りました 。 
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第７回 

糸賀一雄記念賞の募集について 

生涯を通じて障害者福祉の向上に取り組まれた故糸賀一雄氏の心を受け 

継ぎ 、 障害者やその家族が安心して生活することができる福祉社会の実現 

に寄与することを目的として 、 多年にわたり障害者福祉の分野で顕著な活 

躍をされている人に対して 「 糸賀一雄記念賞 」 を授与するものです 。 

■実施団体　 
財団法人　糸賀一雄記念財団 

■記念賞の内容 
【 候補者の対象 、 資格 】 
日本 、 東アジア地域 、 東南アジア及び西太平 
洋地域 （ ただし 、 オーストラリア及びニュー 
ジーランドを除く ） に居住し 、 障害者福祉に 
関する活動実績が高く評価されており 、 かつ 、 
今後の一層の活躍が期待される個人としま 
す。 
【 授賞 】 
・２名以内とします 。 
・ １名につき賞状及び賞金 200万円を授与し 
ます 。 

■応募方法 
・ 所定の 「 第７回糸賀一雄記念賞候補者推薦 
書」 に記入 （ 日本語または英語に限る ） し、 
第３者により応募してください 。 他薦とし 
ます 。 
・ 郵送による応募の場合は 、 締切日必着とし 
ます 。 
・ 以前の応募で授賞外となった人の再応募を 
妨げません 。 

■選考方法 
受賞者は 、 推薦のあった応募者 （ 前回までの 
応募者を含む ） の中から選考委員会が選考し 、 
理事会の議決を得て決定します 。 

■授賞式 
授賞式は 、 平成 15年 11月に行う予定です 。 

■推薦書の送付及び問い合わせ先 
財団法人　糸賀一雄記念財団 
〒 520-3111  滋賀県甲賀郡石部町東寺四丁目１番１号 
県立近江学園内 
TEL・ FAX 0748-77-0357
E-mail： itogamf@mx.biwa.ne.jp

■選考委員会委員 
委員長 大谷　藤郎 国際医療福祉大学総長 

（ 財 ） 糸賀一雄記念財団副理事長 

委　員 江草　安彦 川崎医療福祉大学学長 
（ 社福 ） 旭川荘理事長 

〃　　北浦　雅子 （ 社 福 ） 全国重症心身障害 児 （ 者 ） を 守 る 会会長 
〃　　京極　高宣 日本社会事業大学学長 
〃　　鈴木　健二 青森県立図書館長 

青森県近代文学館長 

青森県文化アドバイザー 

〃　　徳川　輝尚 全国身体障害者施設協議会会長 
〃　　福田　雅子 ジャーナリスト 
〃　　古屋　治男 （ 財 ） 全国精神障害者家族会連合会理事長 
〃　　松尾　武昌 （ 社福 ） 全国社会福祉協議会常務理事 
〃　　 リ ム ・ キ ム ラ ン 国連 ア ジ ア太平洋経済社会委員会社会開発部部長 
〃　　山田　新二 滋賀県副知事 

募集期間： 平成 15年2月１日～平成 15年5月 31日 

古紙配合率100％ 
 白色度70％再生紙を使用しています 


